
訳
注
日
本
文
徳
天
皇
実
録
（
六
）

告　

井　

幸　

男

木　

本　

久　

子

中　

村　

み
ど
り

林　

原　

由
美
子

日
本
文
徳
天
皇
実
録
巻
第
二
　
起
嘉
祥
三
年
七
月
尽
十
二
月

●
八
月
戊
申
︵
三
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

八
月
戊（
三
）申
。
詔
す
ら
く
、
①
遠
江
国
角
避
比
古
神
を
以
て
、
官
社
に
列
せ
、
と
。
是
よ
り
先
、
彼
国
奏
言
す
ら
く
、
此
の
神
の
叢
社
、

②
大
湖
を
瞰
臨
す
。
湖
水
の
漑
ぐ
所
は
、
挙（
広
）土

利
を
頼
る
。
湖
に
一
口
有
る
に
、
開
塞
常
無
し
。
湖
口
塞
ぐ
れ
ば
則
ち
民
水
害
を
被
り
、

湖
口
開
か
ば
則
ち
民
豊
穣
を
致
す
。
或
い
は
開
き
或
い
は
塞
ぐ
は
、
神
実
に
之
を
な
す
。
請
う
ら
く
は
崇
典
に
加
え
、
民
の
た
め
に
利
を

祈
ら
ん
こ
と
を
、
と
。
之
に
従
れ
。

〈
訳
注
〉
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︻
現
代
語
訳
︼

八
月
三
日
。
詔
す
る
に
、「
遠
江
国
の
角
避
比
古
神
を
官
社
に
加
え
よ
」
と
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
遠
江
国
が
奏
言
す
る
に
は
、「
こ
の
神
の

社
は
、
浜
名
湖
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
鎮
座
し
て
お
り
、
湖
水
が
注
が
れ
る
範
囲
で
は
、
多
く
の
田
が
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
湖

に
は
一
つ
の
口
が
あ
る
が
、
頻
繁
に
開
塞
す
る
。
湖
口
が
塞
が
れ
ば
民
は
水
害
に
遭
い
、
湖
口
が
開
け
ば
民
は
豊
穣
を
得
る
。
開
塞
は
、

こ
の
神
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
出
来
れ
ば
崇
典
に
加
え
て
、
民
に
利
が
有
る
よ
う
祈
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
。
そ
の
通
り

に
さ
せ
た
。

︻
注
釈
︼

①
遠
江
国
角
避
比
古
神　
『
延
喜
式
』
神
名
帳
、
遠
江
国
浜
名
郡
「
角
避
比
古
神
社
」
の
祭
神
。
六
国
史
に
は
本
日
条
に
し
か
み
え
な
い
。

現
静
岡
県
浜
松
市
北
区
細
江
町
の
「
細
江
神
社
」
と
、
同
湖
西
市
新
居
町
「
湊
神
社
」
が
そ
れ
ぞ
れ
比
定
社
を
称
し
て
い
る
が
、
特
定

は
で
き
て
お
ら
ず
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
角
避
比
古
神
社
が
国
幣
中
社
と
さ
れ
た
際
も
所
在
不
明
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
、
森
町

の
小
国
神
社
に
併
祀
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
論
社
の
内
、
細
江
神
社
は
素
戔
嗚
命
と
奇
稲
田
姫
命
を
祭
神
と
し
て
お
り
、
社
伝
に
よ
る

と
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
地
震
に
よ
る
津
波
で
、
浜
名
湖
南
岸
に
あ
っ
た
角
避
比
古
神
社
は
流
失
し
、
ご
神
体
が
気
賀
村
に
漂

着
し
た
の
で
こ
れ
を
祀
り
、
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
に
現
在
地
に
社
宮
を
建
立
し
た
と
す
る
。
湊
神
社
も
素
戔
嗚
命
を
祭
神
と
し
て

お
り
、
社
伝
で
は
、
明
応
の
地
震
に
よ
っ
て
諸
堂
の
す
べ
て
を
流
失
し
た
角
避
比
古
神
社
が
、
近
世
初
期
に
新
居
関
所
の
北
側
に
鎮
座

し
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
関
所
移
転
に
伴
い
藤
十
郎
山
麓
に
移
転
、
さ
ら
に
宝
永
地
震
に
よ
る
宿
場
総
移
転
に
よ
っ
て
現
在
地

に
至
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
同
浜
松
市
古
人
見
町
の
若
御
子
神
社
で
は
、
現
在
も
天
之
忍
穂
耳
命
・
須
佐
之
男
命
と
と
も
に
角
避
比
古

命
を
祀
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
当
時
の
宮
司
が
、
口
碑
（
明
応
七
年
の
大
津
波
で
、
荒
井
崎
（
現
湖
西
市
）
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集
落
の
住
民
と
と
も
に
角
避
比
古
神
社
の
御
神
体
の
宮
船
が
小
人
見
村
（
現
古
人
見
町
）
の
古
橋
七
兵
衛
家
西
側
の
岬
に
流
れ
着
い
た
と
あ
る
）

と
、
古
橋
家
の
古
文
書
を
元
に
し
た
調
書
と
を
神
社
庁
に
提
出
し
、
合
祀
が
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
細
江
神
社
、
湊
神
社
か
ら
も

合
祀
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
許
可
さ
れ
た
の
は
若
御
子
神
社
だ
け
で
あ
っ
た
。

②
大
湖　

現
静
岡
県
浜
松
市
・
湖
西
市
に
ま
た
が
る
浜
名
湖
の
こ
と
。
元
は
淡
水
湖
で
あ
っ
た
が
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
大
地
震

に
よ
り
砂
洲
が
決
壊
し
、
外
海
と
通
ず
る
汽
水
湖
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
、
湖
は
現
湖
西
市
新
居
町
大
倉
戸
に
出
口
が
あ
り
、
橋
が
架

け
ら
れ
、
東
海
道
が
通
っ
て
い
た
。
古
く
は
「
遠
津
淡
海
」
と
呼
ば
れ
、
遠
江
の
国
名
の
語
源
に
な
っ
た
と
も
さ
れ
る
。

�

（
林
原
）

●
八
月
己
酉
︵
四
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

己（
四
）酉
。
①
右
兵
衛
督
正
四
位
下
坂
上
大
宿
禰
清
野
卒
す
。
清
野
は
贈
大
納
言
正
二
位
田
村
麻
呂
の
第
四
子
な
り
。
少
く
し
て
家
風
に
慣
ら

い
、
武
芸
絶
倫
。
嵯
峨
太
上
皇
、
東
宮
に
在
り
し
時
、
年
十
八
に
し
て
②
春
宮
少
進
と
な
る
。
是
の
時
、
天
皇
武
徳
殿
に
御
し
、
特
に

天
下
の
騎
射
抜
群
の
士
廿
人
を
簡
し
、
其
の
才
品
を
覧
ず
。
爰
に
清
野
、
春
宮
少
進
を
以
て
、
独
り
其
の
選
を
忝
づ
。
又
歩
射
士
③
佐
味

香
飾
麻
呂
・
④
飯
高
常
比
麻
呂
・
清
野
等
三
人
に
命
じ
て
、
競
射
せ
し
む
。
清
野
三
人
の
先
鳴
を
な
す
な
り
。
天
皇
甚
だ
奇
し
く
之
を
愛

づ
。
弘
仁
十
年
正
月
従
五
位
下
に
叙
し
、
陸
奧
鎮
守
将
軍
と
な
る
。
年
纔
か
廿
七
。
十
一
年
陸
奧
介
と
な
る
。
十
三
年
右
近
衛
少
将
と
な

る
。
十
四
年
十
一
月
従
五
位
上
に
叙
す
。
天
長
元
年
左
貶
し
て
薩
摩
守
と
な
る
。
俄
か
に
し
て
遷
り
て
土
左
権
守
と
な
る
。
入
京
の
後
、

十
年
三
月
正
五
位
下
に
叙
し
、
⑤
陸
奧
出
羽
按
察
使
と
な
る
。
夷
民
は
和
親
し
、
関
塞
は
無
事
な
り
。
⑥
承
和
三
年
官
を
罷
め
都
に
帰
す
。

⑦
即
ち
右
馬
頭
と
な
る
。
⑧
数
年
遷
り
て
右
兵
衛
督
と
な
り
、
兼
ね
て
因
幡
守
と
な
る
。
十
二
年
正
月
従
四
位
上
に
叙
す
。
⑨
兼
ね
て
相
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摸
守
と
な
る
。
嘉
祥
三
年
四
月
正
四
位
下
に
叙
す
。
齢
稍や
や

遅
晩
な
り
。
老
病
相
迫
り
て
、
官
を
避
く
る
意
有
り
。
未
だ
言も
う

さ
ざ
る
に
気
絶

う
。
時
に
年
六
十
二
。

︻
現
代
語
訳
︼

四
日
。
右
兵
衛
督
正
四
位
下
坂
上
大
宿
禰
清
野
が
卒
去
し
た
。
清
野
は
贈
大
納
言
正
二
位
田
村
麻
呂
の
第
四
子
で
あ
る
。
幼
い
時
か
ら
家

風
で
あ
る
武
芸
を
身
に
つ
け
、
そ
の
技
量
は
人
並
み
は
ず
れ
て
い
た
。
嵯
峨
太
上
天
皇
が
東
宮
で
あ
っ
た
時
、
十
八
歳
で
春
宮
少
進
と

な
っ
た
。
こ
の
時
、（
平
城
）
天
皇
が
武
徳
殿
に
出
御
し
て
、
特
に
騎
射
に
優
れ
た
者
二
十
人
を
選
び
、
そ
の
技
量
を
御
覧
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
清
野
は
有
難
く
も
春
宮
少
進
で
た
だ
一
人
選
ば
れ
た
。
ま
た
歩
射
士
の
佐
味
香
飾
麻
呂
・
飯
高
常
比
麻
呂
・
清
野

の
三
人
に
射
芸
を
競
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
三
人
の
内
、
清
野
が
真
っ
先
に
命
中
さ
せ
た
。
天
皇
は
大
変
珍
し
く
思
い
賛
美
し
た
。
弘
仁
十
年

正
月
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
陸
奧
鎮
守
将
軍
と
な
っ
た
。
年
は
わ
ず
か
に
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
十
一
年
に
は
陸
奧
介
と
な
り
、
十
三

年
に
は
右
近
衛
少
将
と
な
っ
た
。
十
四
年
十
一
月
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
た
が
、
天
長
元
年
に
左
遷
さ
れ
て
薩
摩
守
と
な
り
、
そ
の
後
ま

も
な
く
土
佐
権
守
と
な
っ
た
。
許
さ
れ
て
都
に
戻
っ
た
後
、
十
年
三
月
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
陸
奧
出
羽
按
察
使
と
な
っ
た
。
蝦
夷
と

良
民
は
友
好
的
で
、
関
は
平
和
で
あ
っ
た
。
承
和
三
年
に
職
を
辞
し
て
帰
京
し
、
右
馬
頭
と
な
っ
た
。
数
年
後
に
は
右
兵
衛
督
と
な
り
、

そ
の
後
、
因
幡
守
を
兼
任
し
た
。
十
二
年
正
月
に
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
た
。
相
摸
守
に
転
じ
て
、
嘉
祥
三
年
四
月
に
は
正
四
位
下
に
叙
さ

れ
た
。
年
齢
に
し
て
は
少
し
遅
い
。
老
病
が
迫
り
、
官
職
か
ら
離
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
上
申
す
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。
六
十
二
歳

で
あ
っ
た
。

︻
注
釈
︼
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①
右
兵
衛
督
正
四
位
下
坂
上
大
宿
禰
清
野　
（
七
八
九
―
八
五
〇
）
浄
野
と
も
記
し
、
本
年
四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
（
注
釈
㉔
）・
五
月
甲

午
（
十
七
日
）
条
（
注
釈
⑰
）
に
既
出
の
人
物
と
同
一
。
父
は
田
村
麻
呂
（
本
年
四
月
己
酉
（
二
日
）
条
注
釈
㉟
参
照
）。
母
は
不
詳
。

「
坂
上
系
図
」（『
続
群
書
類
従
』
系
図
部
所
収
）
に
は
、
浄（
清
野
）野の

兄
と
し
て
大
野
と
広
野
が
記
さ
れ
て
お
り
、
弟
の
正
野
（
本
年
四
月
己
酉

（
二
日
）
条
注
釈
�
参
照
）
の
傍
注
に
「
四
男
」
と
あ
る
。
ま
た
、
田
村
麻
呂
の
娘
に
は
桓
武
の
後
宮
に
入
っ
た
春
子
が
い
る
。
春
子
の

生
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
延
喜
十
九
年
（
八
〇
〇
）
に
葛
井
親
王
を
出
産
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
野
よ
り
年
長
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
日
条
に
お
い
て
清
野
を
第
四
子
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
春
子
を
含
め
た
も
の
か
。
経
歴
に
つ
い
て
は
、
本
日
条
に
あ
る
春
宮

少
進
・
陸
奥
鎮
守
将
軍
・
陸
奥
介
・
右
近
衛
少
将
・
薩
摩
守
・
土
佐
権
守
・
陸
奥
出
羽
按
察
使
の
任
命
と
正
五
位
下
の
叙
位
の
記
事
は

六
国
史
上
み
ら
れ
な
い
が
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
正
月
丁
未
（
七
日
）
紀
に
、
正
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
記
事
、
お
よ

び
同
四
年
四
月
癸
丑
（
二
十
一
日
）
紀
に
陸
奥
出
羽
按
察
使
と
し
て
奏
上
し
て
い
る
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
点
に
関
し
て

は
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
叙
任
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
陸
奥
鎮
守
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
弘
仁

十
年
（
八
一
九
）
に
お
け
る
年
齢
を
「
廿
七
」
と
記
し
て
い
る
が
、
卒
去
時
の
年
齢
か
ら
考
え
る
と
、
三
十
一
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

②
春
宮
少
進
と
な
る　

年
齢
か
ら
考
え
る
と
、
任
命
さ
れ
た
の
は
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
の
こ
と
。
こ
の
年
の
五
月
壬
午
（
十
九
日
）
に

嵯
峨
は
平
城
の
皇
太
弟
と
な
り
、
皇
太
弟
傅
に
藤
原
園
人
が
、
春
宮
大
夫
に
秋
篠
安
人
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
、
清
野
も

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
任
命
さ
れ
た
か
。

③
佐
味
香
飾
麻
呂　
（
生
没
年
不
詳
）
本
日
条
に
し
か
み
え
な
い
。
佐
味
氏
は
大
和
国
十
市
郡
佐
味
を
本
拠
地
と
し
、
天
武
十
三
年
（
六
八

四
）
に
君
姓
か
ら
朝
臣
姓
に
改
姓
さ
れ
た
（
十
一
月
戊
申
朔
紀
）。『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
皇
別
に
は
「
佐
味
朝
臣
。
上
毛
野
朝
臣
同
祖
、

豊
城
入
彦
命
之
後
也
」
と
あ
る
。
一
族
に
は
、
壬
申
の
乱
で
大
海
人
方
に
つ
き
数
百
の
兵
を
率
い
た
佐
味
君
宿
那
麻
呂
（
天
武
元
年
六

月
己
丑
（
二
十
九
日
）
紀
）
や
、
長
屋
王
の
変
に
お
い
て
六
衛
府
の
兵
を
率
い
て
王
の
邸
宅
を
囲
ん
だ
佐
味
虫
麻
呂
（
天
平
元
年
（
七
二
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九
）
二
月
辛
未
（
十
日
）
紀
）
な
ど
、
武
功
で
名
を
挙
げ
た
者
も
お
り
、
香
飾
麻
呂
も
そ
の
流
れ
を
継
い
だ
も
の
だ
ろ
う
。

④
飯
高
常
比
麻
呂　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
五
年
（
八
三
八
）
正
月
丙
寅
（
七
日
）
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
、
同
七
年
正
月
丁
未

（
三
十
日
）
に
伊
豆
守
、
同
年
六
月
甲
寅
（
十
日
）
に
遠
江
介
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
姓
は
公
で
あ
っ
た
が
、
同
九
年

六
月
丙
寅
（
三
日
）
紀
に
「
伊
勢
国
人
遠
江
介
外
従
五
位
下
飯
高
公
常
比
麻
呂
、
弟
五
百
継
、
甲
斐
目
大
初
位
上
飯
高
宿
禰
浜
永
等
男

女
廿
七
人
賜
姓
飯
高
朝
臣
。
編
附
左
京
三
条
」
と
あ
る
よ
う
に
朝
臣
姓
が
与
え
ら
れ
、
左
京
に
編
附
さ
れ
た
。
伊
勢
国
飯
高
郡
の
出
身

で
、
嵯
峨
と
の
間
に
源
常
・
明
を
生
ん
だ
飯
高
宅
刀
自
と
同
族
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
陸
奧
出
羽
按
察
使
と
な
る　

先
述
の
通
り
任
命
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
承
和
四
年
（
八
三
七
）
四
月
癸
丑
（
二
十
一
日
）
に
、
陸
奥

出
羽
按
察
使
と
し
て
、
栗
原
（
陸
奥
）・
賀
美
（
武
蔵
）
の
両
郡
の
百
姓
ら
の
不
穏
な
動
き
に
対
し
て
一
千
人
の
兵
の
派
遣
を
朝
廷
に
要

請
し
て
い
る
。

⑥
承
和
三
年
官
を
罷
め
都
に
帰
す　

先
述
の
通
り
、
承
和
四
年
（
八
三
七
）
に
陸
奥
出
羽
按
察
使
と
し
て
奏
上
し
て
い
る
の
で
、
承
和
三

年
は
誤
り
。

⑦
即
ち
右
馬
頭
と
な
る　

承
和
六
年
（
八
三
九
）
二
月
庚
午
（
十
八
日
）
紀
に
任
命
記
事
あ
り
。

⑧
数
年
遷
り
て
右
兵
衛
督
と
な
り
︙　

承
和
九
年
（
八
四
二
）
七
月
丁
巳
（
二
十
五
日
）
に
右
兵
衛
督
、
同
十
二
年
七
月
戊
申
（
三
日
）
に

因
幡
守
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
て
い
る
。
従
四
位
上
へ
の
昇
叙
は
同
十
二
年
正
月
甲
寅
（
七
日
）。

⑨
兼
ね
て
相
模
守
と
な
る
︙　

本
年
五
月
甲
午
（
十
七
日
）
条
に
任
命
記
事
あ
り
。
正
四
位
下
へ
の
昇
叙
は
本
年
四
月
甲
子
（
十
七
日
）。

�

（
木
本
）

●
八
月
庚
戌
︵
五
日
︶
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︻
書
き
下
し
︼

庚（
五
）戌

。
使
を
五
畿
七
道
に
遣
わ
し
、
諸
神
に
班
幣
せ
し
む
。
告
ぐ
る
に
即
位
の
由
を
以
て
す
。
建
礼
門
の
前
に
於
い
て
大
祓
す
。
使
を
遣

わ
す
を
以
て
な
り
。
①
参
議
正
四
位
下
滋
野
朝
臣
貞
主
を
相
摸
守
と
な
す
。
宮
内
卿
故
の
如
し
。
②
従
四
位
下
興
世
朝
臣
書
主
を
治
部
大

輔
と
な
す
。
③
従
五
位
下
橘
朝
臣
永
範
を
民
部
少
輔
と
な
す
。
④
従
五
位
下
小
野
朝
臣
貞
樹
を
刑
部
少
輔
と
な
す
。
⑤
従
五
位
下
藤
原
朝

臣
菅
雄
を
木
工
頭
と
な
す
。
⑥
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
春
岡
を
左
衛
門
権
佐
と
な
す
。
⑦
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
興
世
を
右
衛
門
権
佐
と
な
す
。

⑧
従
五
位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野
を
右
馬
頭
と
な
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

五
日
。
使
者
を
全
国
に
遣
わ
し
て
、
諸
神
に
班
幣
さ
せ
、
即
位
し
た
こ
と
を
告
げ
た
。
建
礼
門
の
前
で
大
祓
を
お
こ
な
っ
た
。
幣
使
派
遣

の
た
め
で
あ
る
。
参
議
正
四
位
下
滋
野
朝
臣
貞
主
を
相
摸
守
と
し
た
。
宮
内
卿
は
元
の
通
り
と
す
る
。
従
四
位
下
興
世
朝
臣
書
主
を
治
部

大
輔
と
し
た
。
従
五
位
下
橘
朝
臣
永
範
を
民
部
少
輔
と
し
た
。
従
五
位
下
小
野
朝
臣
貞
樹
を
刑
部
少
輔
と
し
た
。
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
菅

雄
を
木
工
頭
と
し
た
。
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
春
岡
を
左
衛
門
権
佐
と
し
た
。
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
興
世
を
右
衛
門
権
佐
と
し
た
。
従
五

位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野
を
右
馬
頭
と
し
た
。

︻
注
釈
︼

①
参
議
正
四
位
下
滋
野
朝
臣
貞
主　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
㉝
参
照
。

②
従
四
位
下
興
世
朝
臣
書
主　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
⑰
参
照
。

③
従
五
位
下
橘
朝
臣
永
範　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
㉞
、
七
月
丙
子
朔
条
注
釈
②
参
照
。
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④
従
五
位
下
小
野
朝
臣
貞
樹　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㊸
参
照
。

⑤
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
菅
雄　

四
月
己
酉
（
二
日
）
条
注
釈
㉜
、
同
戊
辰
（
二
十
一
日
）
条
注
釈
②
、
五
月
丙
申
（
十
九
日
）
注
釈
①
参
照
。

⑥
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
春
岡　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㉜
、
同
戊
辰
（
二
十
一
日
）
条
注
釈
①
参
照
。

⑦
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
興
世　

五
月
甲
午
（
十
七
日
）
条
注
釈
⑦
参
照
。

⑧
従
五
位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野　

四
月
己
酉
（
二
日
）
条
注
釈
�
、
五
月
庚
辰
（
三
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

�

（
告
井
）

●
八
月
癸
丑
︵
八
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

癸（
八
）丑
。
①
散
位
正
五
位
下
楠
野
王
・
②
神
祇
少
祐
正
六
位
上
中
臣
朝
臣
薭
守
等
を
遣
わ
し
、
伊
勢
太
神
宮
に
向
か
わ
し
む
。
告
ぐ
る
に

③
晏
子
内
親
王
を
斎
と
な
す
を
以
て
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

八
日
。
散
位
正
五
位
下
楠
野
王
・
神
祇
少
祐
正
六
位
上
中
臣
朝
臣
薭
守
ら
を
遣
わ
し
て
、
伊
勢
太
神
宮
に
向
か
わ
せ
、
晏
子
内
親
王
を
伊

勢
斎
王
と
し
た
こ
と
を
告
げ
た
。

︻
注
釈
︼

①
散
位
正
五
位
下
楠
野
王　
（
生
没
年
不
詳
）
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
四
月
辛
亥
（
二
十
七
日
）
淳
和
の
即
位
に
伴
い
正
六
位
下
か
ら
従
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五
位
下
に
叙
爵
。
天
長
六
年
（
八
二
九
）
正
月
戊
子
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
従
五
位
上
。
同
九
年
正
月
辛
丑
（
七
日
）
正
五
位
下
と
、
淳

和
朝
に
順
調
に
昇
進
。
同
十
年
四
月
甲
子
（
七
日
）
仁
明
の
即
位
に
伴
っ
て
久
子
内
親
王
が
伊
勢
斎
宮
と
な
っ
た
際
や
、
承
和
四
年

（
八
三
七
）
三
月
乙
酉
（
二
十
二
日
）
に
遣
唐
使
の
無
事
を
祈
る
た
め
に
、
奉
幣
使
と
し
て
伊
勢
神
宮
に
遣
わ
さ
れ
た
（
時
に
内
匠
頭
）。

同
七
年
七
月
乙
未
（
二
十
二
日
）
中
務
大
輔
。
同
九
年
八
月
乙
丑
（
四
日
）
に
は
承
和
の
変
に
伴
っ
て
道
康
親
王
が
皇
太
子
に
冊
立
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
に
、
参
議
朝
野
鹿
取
と
と
も
に
柏
原
山
陵
（
桓
武
陵
）
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
同
十
年
三
月
辛
亥
（
二

十
二
日
）
縫
殿
頭
か
ら
左
兵
庫
頭
と
な
り
、
そ
の
後
、
任
を
離
れ
て
本
日
条
に
至
る
。
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
正
月
甲
申
（
十
一
日
）
駿

河
守
、
同
年
十
一
月
甲
午
（
二
十
六
日
）
新
嘗
会
で
従
四
位
下
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
正
月
戊
子
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
従
四
位
上
と

な
り
、
以
後
み
え
な
い
。

②
神
祇
少
祐
正
六
位
上
中
臣
朝
臣
薭
守　

六
月
丁
卯
（
二
十
一
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

③
晏
子
内
親
王　

七
月
乙
申
（
九
日
）
条
注
釈
①
参
照
。

�

（
告
井
）

●
八
月
丙
辰
︵
十
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丙（
十
一
）辰。

公
卿
表
を
抗
げ
て
曰
く
、
臣
聞
く
な
ら
く
、
①
道
粋
に
し
て
元
を
含
ま
ば
、
②
三
霊
に
駅
し
て
貺
を
委
ね
る
。
徳
敷
き
て
聖
を
斉と
と
の

は
ば
、
③
六
幽
に
馳
せ
て
祉
を
薦
む
る
。
故
に
④
蓮
に
遊
ぶ
る
の
江
使
、
昌
化
の
堯
壇
た
る
を
表
し
、
⑤
藻
に
戯
る
の
波
臣
、
禎
期
の
軒

浦
な
る
を
契
る
。
伏
し
て
惟
う
る
に
、
皇
帝
陛
下
、
⑥
哲
に
則
り
基
を
承
け
、
⑦
神
を
窮
め
化
を
闡
き
、
徳
は
天
地
に
比
び
、
明
は
日
月

に
斉ひ
と

し
く
す
。
⑧
荼と
り
ょ
う蓼

追
思
の
痛
は
中
宵
猶
深
く
、
⑨
草
枲
攀は
ん
ぼ慕

の
情
は
日
興
弥
切
な
り
。
伏
し
て
⑩
美
作
国
介
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
貞
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道
等
の
奏
を
見
る
に
称
わ
く
、
⑪
所
管
英あ
い
だ多

郡
大
領
外
従
八
位
上
財
田
祖
麻
呂
、
⑫
郡
下
川
会
郷
英
多
河
の
石
上
に
於
い
て
、
白
亀
一
枚

を
獲
る
、
と
。
又
⑬
備
前
国
守
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
諸
成
等
の
奏
に
称
わ
く
、
⑭
所
管
磐
梨
郡
少
領
外
従
八
位
上
石い
わ
な
す
わ
け

生
別
公
長
貞
、

⑮
郡
下
石
生
郷
雄
神
河
に
於
い
て
、
白
亀
一
枚
を
獲
る
、
と
。
又
⑯
石
見
国
守
従
五
位
下
笠
朝
臣
岑
雄
等
の
奏
に
称
わ
く
、
⑰
所
管
安
農

郡
川
合
郷
に
甘
露
降
る
、
と
。
臣
等
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
⑱
礼
含
文
嘉
に
云
わ
く
、
外
内
の
制
、
各
其
の
宜
し
き
を
得
ば
、
則
ち
山
沢
に

霊
亀
出
ず
、
と
。
⑲
瑞
応
図
に
云
わ
く
、
王
者
の
和
気
の
茂
ら
ば
、
則
ち
甘
露
草
木
に
降
る
。
之
を
食
す
に
人
を
し
て
寿
さ
し
む
、
と
。

方
今
、
聖
人
祚
い
啓
き
、
禎
符
惟
れ
新
た
な
り
。
至
治
は
⑳
太
清
の
治
に
合
い
、
至
徳
は
帝
尭
の
徳
に
同
じ
く
す
る
に
、
抃
躍
の
至
に
任

え
ず
。
謹
ん
で
闕
庭
に
詣
で
、
陳
賀
し
以
て
聞
か
ん
、
と
。
帝
謙
り
て
之
を
当
と
せ
ず
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
一
日
。
公
卿
が
抗
表
し
て
言
う
に
は
、「
臣
の
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
道
理
に
欠
け
る
所
が
な
く
天
地
の
気
を
内
に
留
め
れ
ば
、

天
・
地
・
人
み
な
に
賜
え
物
が
与
え
ら
れ
、
徳
を
敷
き
知
徳
を
具
え
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
天
地
四
方
に
行
き
渡
り
吉
兆
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
い
う
。
蓮
に
遊
ぶ
江
使
（
神
亀
）
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
国
の
繁
栄
が
堯
の
治
世
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
藻
に
戯
れ
る
波

臣
（
甘
露
）
を
賜
っ
た
こ
と
は
、
幸
い
が
国
中
す
べ
て
に
及
ぶ
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
。
伏
し
て
惟
う
に
、
皇
帝
陛
下
は
、
道
理

に
従
い
皇
位
に
即
き
、
神
理
を
極
め
て
化
道
を
明
ら
か
と
し
、
徳
は
天
地
に
及
び
、
そ
の
光
は
日
月
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
先
帝
へ
の

追
慕
の
苦
痛
は
夜
も
猶
深
く
、
喪
に
服
し
名
残
を
惜
し
む
こ
と
の
情
は
日
ご
と
盛
ん
と
な
り
益
々
切
で
あ
る
。
伏
し
て
美
作
介
従
五
位
下

藤
原
朝
臣
貞
道
ら
の
奏
を
見
た
と
こ
ろ
言
う
に
は
、『
所
管
の
英
多
郡
の
大
領
外
従
八
位
上
財
田
祖
麻
呂
が
、
郡
下
の
川
会
郷
英
多
川
の

石
の
上
に
て
、
白
亀
一
枚
を
獲
っ
た
』
と
。
ま
た
備
前
守
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
諸
成
ら
の
奏
に
言
う
に
は
、『
所
管
の
磐
梨
郡
の
少
領
外

従
八
位
上
石
生
別
公
長
貞
が
、
郡
下
の
石
生
郷
雄
神
川
に
て
、
白
亀
一
枚
を
獲
っ
た
』
と
。
ま
た
石
見
守
従
五
位
下
笠
朝
臣
岑
雄
ら
の
奏
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に
言
う
に
は
、『
所
管
の
安
農
郡
川
合
郷
に
甘
露
が
降
っ
た
』
と
。
臣
ら
が
謹
ん
で
案
じ
た
と
こ
ろ
、『
礼
含
文
嘉
』
に
よ
る
と
、『
内
外

の
制
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
宜
し
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
則
ち
山
沢
に
霊
亀
が
現
れ
る
』
と
言
う
。『
瑞
応
図
』
に
よ
る
と
、『
王
者
が
穏

や
か
な
治
世
に
努
め
る
と
、
則
ち
甘
露
が
草
木
に
降
る
。
こ
れ
を
食
す
と
人
の
命
を
長
ら
え
さ
せ
る
』
と
言
う
。
当
今
、
陛
下
が
即
位
し

た
こ
と
で
、
新
た
な
瑞
祥
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
の
上
な
い
治
世
は
天
の
治
世
に
も
合
い
、
こ
の
上
な
い
徳
は
尭
帝
の
徳
に
も
同

じ
ほ
ど
で
あ
り
、
歓
び
に
打
ち
踊
る
こ
と
を
堪
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
謹
ん
で
朝
廷
に
参
り
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
る
」
と
。

帝
は
謙
り
、
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。

︻
注
釈
︼

①
道
粋
に
し
て
元
を
含
ま
ば　
『
全
唐
書
』
巻
九
六
〇
、
天
賦
に
「
臣
聞
混
成
発
粋
、
大
道
含
元
、
興
於
物
祖
、
首
自
胚
渾
」
と
み
え
る
。

「
道
」
は
仁
義
・
徳
業
。「
元
」
は
元
気
。
天
地
間
に
広
が
り
、
万
物
生
成
の
根
本
と
な
る
気
の
こ
と
。

②
三
霊　
『
文
選
』
符
命
類
、
典
引
に
「
逢
吉
丁
辰
、
景
命
也
。
順
命
以
創
制
、
因
定
以
和
神
、
答
三
霊
之
蕃
祉
、
展
放
唐
之
明
文
。
茲

事
体
大
、
而
允
寤
寐
次
於
心
」
と
み
え
、
吉
瑞
・
吉
事
に
逢
う
の
は
天
命
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
に
従
い
、
封
禅
の
制
度
を
定
め
、

天
神
の
心
を
和
ら
げ
、「
三
霊
」
の
期
待
に
答
え
、（
漢
王
朝
は
）
そ
の
（
堯
の
）
明
徳
を
押
し
広
め
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。「
三
霊
」

は
、
李
善
の
注
に
よ
る
と
、「
三
霊
天
地
人
也
。
已
見
陸
機
高
祖
功
臣
頌
」
と
あ
る
。

③
六
幽　
『
文
選
』
符
命
類
、
典
引
に
「
矧
夫
赫
赫
聖
漢
、
巍
巍
唐
基
、
泝
測
其
源
、
乃
先
孕
虞
育
夏
、
甄
殷
陶
周
。
然
後
宣
二
祖
之
重

光
、
襲
四
宗
之
緝
熙
、
神
霊
日
照
、
光
被
六
幽
、
仁
風
翔
乎
海
表
、
威
霊
行
乎
鬼
区
、
匿
亡
回
而
不
泯
、
微
胡
瑣
而
不
頤
。
故
夫
顕

定
三
才
、
昭
登
之
績
、
匪
堯
不
興
、
鋪
聞
遺
策
在
下
之
訓
、
匪
漢
不
弘
欠
道
」
と
み
え
、
漢
王
朝
の
基
幹
は
堯
に
あ
り
、
そ
の
霊
徳
が

日
々
地
上
を
照
ら
し
、
光
が
「
六
幽
」
に
及
び
、
そ
の
霊
威
が
僻
地
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
三
才
を
明
ら
か
に
定
め
、
そ
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の
治
績
を
完
成
さ
せ
る
の
は
、
堯
で
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
古
の
遺
策
や
民
へ
訓
を
広
め
る
こ
と
は
、
漢
で
な
け
れ
ば

な
せ
な
い
と
説
く
。「
六
幽
」
は
李
善
の
注
に
よ
る
と
「
謂
上
下
四
方
也
」、
呂
向
の
注
に
よ
る
と
「
謂
天
地
四
方
幽
遠
之
処
」
と
あ
る
。

ま
た
「
三
才
」
は
周
易
の
注
に
「
三
才
天
地
人
也
」
と
あ
っ
て
、「
三
霊
」
と
同
様
の
意
で
あ
る
。

④
蓮
に
遊
ぶ
る
の
江
使　
『
荘
子
』
雑
篇
、
外
物
第
二
十
六
に
「
宋
元
君
夜
半
而
夢
。
人
被
髪
窺
阿
門
曰
、
予
自
宰
路
之
淵
、
予
為
清
江

使
河
伯
之
所
、
漁
者
余
且
得
予
。
元
君
覚
、
使
人
占
之
曰
、
此
神
亀
也
」
と
み
え
る
。
す
な
わ
ち
江
使
と
は
、
元
君
の
夢
に
現
れ
、
清

江
の
使
者
と
し
て
河
伯
（
河
の
神
）
の
所
へ
遣
わ
さ
れ
た
者
を
指
し
、
こ
れ
は
夢
を
占
っ
た
人
に
よ
る
と
、
神
亀
で
あ
る
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
こ
こ
で
も
、
神
亀
を
指
す
も
の
と
み
た
。

⑤
藻
に
戯
る
の
波
臣　

同
じ
く
『
荘
子
』
雑
篇
、
外
物
第
二
十
六
に
「
荘
周
忿
然
作
色
曰
、
周
昨
来
、
有
中
道
而
呼
者
。
周
顧
視
車
轍
、

中
有
鮒
魚
焉
。
周
問
之
曰
、
鮒
魚
来
、
子
何
為
者
耶
。
対
曰
、
我
東
海
之
波
臣
也
。
君
豈
有
斗
升
之
水
而
活
我
哉
。
周
曰
、
諾
。
我
且

南
游
呉
越
之
王
、
激
西
江
之
水
而
迎
子
、
可
乎
。
鮒
魚
忿
然
作
色
曰
、
吾
失
我
常
与
、
我
無
所
処
。
吾
得
斗
升
之
水
然
活
耳
。
君
乃
言

此
、
曽
不
如
早
索
我
於
枯
魚
之
肆
」
と
み
え
、
す
な
わ
ち
波
臣
と
は
こ
の
逸
話
に
み
え
る
鮒
の
こ
と
で
あ
る
。
本
日
条
で
は
、
逸
話
に

お
い
て
す
ぐ
に
水
を
欲
し
た
の
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
波
臣
（
鮒
）
が
、
自
分
は
枯
魚
に
な
る
だ
ろ
う
と
皮
肉
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
逸
話
と
違
い
波
臣
（
鮒
）
が
藻
に
戯
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
つ
ま
り
甘
露
が
降
っ
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
み
た
。

⑥
哲
に
則
り
基
を
承
け　
『
古
事
記
』
序
文
に
「
曁
飛
鳥
清
原
大
宮
御
大
八
洲
天
皇
御
世
、
潜
龍
体
元
、
洊
雷
応
期
。
開
夢
歌
而
相
纂
業
、

投
夜
水
而
知
承
基
。
然
天
時
未
至
。
蝉
蛻
於
南
山
、
人
事
共
洽
、
虎
歩
於
東
国
」
と
あ
り
、
天
武
が
夢
で
見
た
歌
に
つ
い
て
占
っ
た
と

こ
ろ
、
基
を
承
け
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
天
は
未
だ
そ
の
時
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
南
山
（
吉
野
山
）
に
身
を
置
い
た
と
い
う
。
す
な

わ
ち
基
を
承
け
る
と
は
、
皇
位
に
即
く
こ
と
を
指
す
。

⑦
神
を
窮
め
化
を
闡
き　
『
易
経
』
繫
辞
下
伝
、
第
五
章
に
「
窮
神
知
化
、
徳
之
盛
也
」、『
周
易
正
義
』
繫
辞
下
巻
八
に
「
若
能
過
此
以
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往
、
則
窮
極
微
妙
之
神
、
暁
知
変
化
之
道
、
乃
是
聖
人
徳
之
盛
極
也
」
と
み
え
、
す
な
わ
ち
、
神
妙
を
極
め
、
化
の
道
を
知
る
こ
と
は
、

聖
人
の
徳
の
盛
極
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

⑧
荼
蓼
追
思
の
痛　
『
後
漢
書
』
列
伝
、
陳
蕃
伝
第
五
十
六
に
「
永
康
元
年
、
帝
崩
。（
中
略
）
国
嗣
未
立
、
諸
尚
書
畏
懼
権
官
、
託
病
不

朝
。
蕃
以
書
責
之
曰
、
古
人
立
節
、
事
亡
如
存
。
今
帝
祚
未
立
、
政
事
日
蹙
、
諸
君
柰
何
委
荼
蓼
之
苦
、
息
偃
在
床
。
於
義
不
足
、
焉

得
仁
乎
」
と
み
え
、
陳
蕃
は
、
桓
帝
崩
御
の
後
、
未
だ
跡
継
ぎ
が
即
位
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
諸
臣
が
荼
蓼
の
苦
に
委
ね
て
政
治
を

放
置
し
て
い
る
こ
と
を
責
め
て
い
る
。
荼
は
「
に
が
な
」、
蓼
は
「
た
で
」
の
こ
と
で
、
前
者
に
は
茎
や
葉
に
苦
味
が
、
後
者
に
は
独

特
な
辛
み
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
子
の
崩
御
と
い
う
苦
み
と
辛
さ
を
例
え
た
表
現
で
あ
り
、
本
日
条
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
意
に

取
っ
た
。

⑨
草
枲
攀
慕
の
情　

枲
か
ら
む
し

は
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
で
、
茎
の
皮
か
ら
繊
維
を
採
り
、
木
綿
以
前
の
代
表
的
繊
維
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

苧
麻
・
草
真
麻
と
も
。『
礼
記
』
閒
伝
第
三
十
七
に
は
「
斬ざ
ん

衰さ
い

何
以
服
苴し
ょ

。
苴
悪
貌
也
。
所
以
首
其
内
而
見
諸
外
也
。
斬
衰
貌
若
苴
、

斉し
さ
い衰
貌
若
枲
。
大
功
貌
若
止
。
小
功
緦
麻
容
貌
可
也
」
と
あ
り
、
斬
衰
の
者
が
苴
の
服
を
着
す
の
は
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
苴
の
よ
う
な

（
青
黒
い
）
容
貌
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
斉
衰
の
者
が
枲
を
着
す
の
も
、
枲
の
よ
う
な
（
浅
黒
い
）
容
貌
に
な
る
か
ら
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
る
。
斬
衰
・
斉
衰
・
大
功
・
小
功
・
緦
麻
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
服
制
に
あ
る
服
喪
期
間
の
別
で
あ
り
（
五
服
制
）、
も
っ
と
も

重
い
斬
衰
が
五
年
、
斉
衰
は
一
年
の
服
喪
を
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
文
徳
の
服
喪
が
本
来
一
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
斉
衰
に

照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
服
喪
の
こ
と
を
草
枲
と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
美
作
国
介
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
貞
道
等
の
奏　

貞
道
（
生
没
年
不
詳
）
は
北
家
魚
名
流
総
継
の
子
。
仁
明
女
御
（
光
孝
生
母
）
の
沢
子
や
、

長
良
室
（
基
経
生
母
）
の
乙
春
は
姉
妹
で
あ
る
。
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
正
月
庚
寅
（
七
日
）
従
五
位
下
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
八

月
辛
丑
（
二
十
日
）
美
作
介
と
な
り
本
日
条
に
至
る
。
美
作
国
か
ら
霊
亀
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
年
六
月
丁
巳
（
十
一
日
）
条
に
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み
え
る
。

⑪
所
管
英
多
郡
大
領
外
従
八
位
上
財
田
祖
麻
呂　
（
生
没
年
不
詳
）
祖
麻
呂
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
財
田
氏
に
つ
い
て
は
、
神
護
景

雲
二
年
（
七
六
八
）
十
二
月
乙
丑
（
二
十
五
日
）
紀
に
「
授
美
作
国
人
外
正
八
位
上
財
田
直
常
人
外
従
五
位
下
。
以
貢
献
也
」
と
直
姓

と
し
て
み
え
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
国
造
氏
族
で
あ
り
、
郡
司
を
勤
め
て
い
た
氏
族
で
あ
ろ
う
。
美
作
国
英
多
郡
は
、
近
年
ま
で
岡

山
県
英
田
郡
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
美
作
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
主
基
国
に
選
ば
れ
て

い
る
ほ
か
（
四
月
十
五
日
紀
）、
皇
后
宮
職
の
水
田
が
九
町
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
（
同
二
年
六
月
二
十
三
日
紀
）。

⑫
郡
下
川
会
郷
英
多
河　

川
会
郷
は
現
美
作
市
三
保
原
辺
り
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
郷
。
付
近
に
は
現
在
吉
野
川
支
流
の
河
会
川
が
流
れ

て
お
り
、
英
多
河
は
こ
れ
に
比
定
で
き
る
。

⑬
備
前
国
守
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
諸
成
等
の
奏　

諸
成
（
七
九
三
―
八
五
六
）
は
六
月
乙
丑
（
十
九
日
）
条
注
釈
②
参
照
。
承
和
十
五
年

（
八
四
八
）
正
月
七
日
従
四
位
下
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
備
前
守
、
本
年
六
月
十
九
日
に
右
京
大
夫
と
な
り
本
日
条
に
至
る
。
五
十
八

歳
。
備
前
国
か
ら
白
亀
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
年
七
月
庚
辰
（
五
日
）
条
に
み
え
る
。

⑭
所
管
磐
梨
郡
少
領
外
従
八
位
上
石
生
別
公
長
貞　
（
生
没
年
不
詳
）
長
貞
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
石
生
別
氏
に
つ
い
て
は
、
神
護

景
雲
三
年
（
七
六
九
）
六
月
壬
戌
（
二
十
六
日
）
紀
に
「
備
前
国
藤
野
郡
人
別
部
大
原
（
中
略
）・
御
野
郡
人
物
部
麻
呂
等
六
十
四
人
、

賜
姓
石
生
別
公
」、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
九
月
丙
申
（
三
十
日
）
紀
に
「
備
前
国
人
外
従
八
位
上
石
生
別
公
諸
上
等
改
本
居
、
貫
附
右

京
八
条
三
坊
」
と
み
え
る
。
名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
磐
梨
（
石
生
）
郡
は
、
古
く
か
ら
豪
族
和
気
氏
の
支
配
地
域
内
に
あ
り
、

和
気
清
麻
呂
の
薨
伝
に
も
「
本
姓
磐
梨
別
公
。
右
京
人
也
。
後
改
姓
藤
野
和
気
真
人
」（
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
二
月
乙
未
（
二
十
一

日
）
紀
）
と
あ
る
。
ま
た
磐
梨
郡
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
和
気
郡
の
役
所
は
大
河
（
吉
井
川
）
の
東
に
あ
る
た
め
、
川
が
雨
で
増
水
す

る
と
川
西
の
者
は
川
を
渡
れ
ず
公
務
が
滞
っ
て
し
ま
う
と
い
う
訴
え
を
受
け
た
清
麻
呂
が
、
吉
井
川
の
東
は
旧
来
の
和
気
郡
と
し
、
西
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に
は
新
た
に
磐
梨
郡
を
立
て
た
い
と
申
し
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
（
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
六
月
癸
未
（
七
日
）
紀
）。

⑮
郡
下
石
生
郷
雄
神
河　

雄
神
川
は
現
在
の
吉
井
川
に
比
定
さ
れ
る
。
吉
井
川
は
、
中
国
山
地
の
三
国
山
に
源
を
発
し
、
加
茂
川
や
、
前

述
注
釈
⑫
の
英
多
河
（
吉
野
川
）
と
現
岡
山
県
赤
磐
市
で
合
流
。
さ
ら
に
和
気
町
で
金
剛
川
と
合
流
し
て
児
島
湾
に
注
ぐ
、
吉
井
川
水

系
の
本
流
で
あ
る
。

⑯
石
見
国
守
従
五
位
下
笠
朝
臣
岑
雄
等
の
奏　

岑
雄
に
つ
い
て
は
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
正
月
壬
戌
（
七
日
）
従
五
位
下
、
同
三
年
正

月
甲
午
（
十
五
日
）
石
見
守
と
な
り
、
四
年
の
任
期
を
経
て
任
を
終
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
仁
寿
四
年
（
八
五
四
）

正
月
辛
丑
（
十
六
日
）「
安
倍
朝
臣
有
道
為
石
見
守
」）。
石
見
国
か
ら
甘
露
の
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
戊
戌
（
二

十
一
日
）
条
に
み
え
る
。
な
お
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
九
月
、
元
正
が
美
濃
国
不
破
行
宮
に
行
幸
し
た
際
、
当た

耆き

郡
多
度
山
の
美
泉

で
手
や
顔
を
洗
っ
た
と
こ
ろ
大
き
な
効
き
目
が
あ
り
、
符
瑞
書
に
も
醴
泉
は
大
瑞
と
あ
る
こ
と
か
ら
養
老
に
改
元
を
し
た
と
い
う
例
が

あ
る
が
、
こ
の
時
、
美
濃
守
と
し
て
従
四
位
上
の
褒
賞
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
岑
雄
と
同
族
の
笠
麻
呂
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深

い
（
養
老
元
年
十
一
月
丙
午
（
十
日
）
紀
）。
さ
ら
に
こ
の
後
、
岑
雄
の
任
期
満
了
後
間
も
な
い
仁
寿
四
年
七
月
二
十
三
日
に
も
、
石
見

国
に
醴
泉
の
瑞
が
出
現
し
て
お
り
、
そ
の
瑞
が
斉
衡
へ
の
改
元
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
（
斉
衡
元
年
十
一
月
辛
亥
（
三
十
日
）
紀
）。

⑰
所
管
安
農
郡
川
合
郷　

安
濃
郡
と
も
。
現
在
の
島
根
県
出
雲
市
と
大
田
市
の
各
一
部
に
当
た
り
、
川
合
郷
の
名
前
は
現
太
田
市
川
合
町

に
み
ら
れ
る
。

⑱
礼
含
文
嘉
に
云
わ
く
︙　
『
礼
含
文
嘉
』
は
七
緯
の
内
『
礼
緯
』
に
属
す
る
書
。
完
本
は
現
存
し
な
い
が
、『
太
平
御
覧
』
な
ど
に
逸
文

が
残
る
。
な
お
本
日
条
の
引
用
箇
所
は
、
豊
後
国
大
分
郡
の
白
亀
出
現
に
対
す
る
上
表
文
中
に
お
い
て
も
同
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
六
月
庚
寅
（
三
日
）
紀
、
同
十
三
日
嘉
祥
に
改
元
）。

⑲
瑞
応
図
に
云
わ
く
︙　

六
国
史
中
に
は
他
に
『
孫
氏
瑞
応
図
』（
慶
雲
・
赤
雀
）
と
『
熊
氏
瑞
応
図
』（
霊
亀
）
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
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る
。
本
日
条
で
は
た
だ
『
瑞
応
図
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
四
月
庚
午
（
二
十
八
日
）
紀
に
「
孫
氏
瑞
応
図
云
、

甘
露
降
於
草
木
、
食
之
令
人
寿
。
其
改
嘉
祥
四
年
、
為
仁
寿
元
年
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、『
孫
氏
瑞
応
図
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。『
孫
氏
瑞
応
図
』
の
完
本
は
現
存
し
な
い
が
、
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
唐
初
に
成
立
し
た
『
芸
文
類
聚
』
九
十
五
、
祥
瑞
部
上
、

甘
露
の
項
に
み
え
る
。
こ
の
「
人
寿
」
が
「
仁
寿
」
の
出
典
と
な
っ
た
。

⑳
太
清
の
治　

天
の
治
世
の
こ
と
。『
准
南
子
』
巻
八
、
本
経
訓
に
よ
る
と
、
太
清
の
治
で
は
、「
和
順
以
寂
漠
、
質
真
而
素
樸
、
閑
静
而

不
躁
、
推
移
而
無
故
。
在
内
而
合
乎
道
、
出
外
而
調
於
義
、
発
動
而
成
于
文
、
行
快
而
便
於
物
。
其
言
略
而
循
理
。
其
行
侻
而
順
情
、

其
心
愉
而
不
偽
、
其
事
素
而
不
飾
。
是
以
不
択
時
日
、
不
占
卦
兆
、
不
謀
所
始
、
不
議
所
終
。
安
則
止
、
激
則
行
、
通
体
於
天
地
、
同

精
於
陰
陽
、
一
和
於
四
時
、
明
照
於
日
月
、
与
造
化
者
相
雌
雄
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
世
で
は
、「
是
以
天
覆
以
徳
、

地
載
以
楽
、
四
時
不
失
其
敘
、
風
雨
不
降
其
虐
、
日
月
淑
清
而
揚
光
、
五
星
循
軌
而
不
失
其
行
。
当
此
之
時
、
玄
元
至
碭
而
運
照
、
鳳

麟
至
、
著
亀
兆
、
甘
露
下
、
竹
実
満
、
流
黄
出
、
而
朱
草
生
、
機
械
詐
偽
、
莫
蔵
於
心
」
と
瑞
兆
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

『
荘
子
』
外
物
篇
、
天
道
第
十
三
で
は
、「
此
之
謂
太
平
、
治
之
至
也
」
と
す
る
。

�

（
中
村
）

●
八
月
丁
巳
︵
十
二
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丁（
十
二
）巳。
①
右
中
弁
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
を
遣
わ
し
、
②
賀
茂
社
に
向
か
わ
し
む
。
③
中
宮
亮
正
五
位
上
藤
原
朝
臣
良
仁
を
、
④
松
尾

社
に
向
か
わ
し
む
。
並
び
に
告
ぐ
る
に
即
位
の
由
を
以
て
す
。
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︻
現
代
語
訳
︼

十
二
日
。
右
中
弁
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
を
賀
茂
社
に
、
中
宮
亮
正
五
位
上
藤
原
朝
臣
良
仁
を
松
尾
社
に
向
か
わ
せ
、
即
位
に
つ
い
て

奉
告
さ
せ
た
。

︻
注
釈
︼

①
右
中
弁
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗　

四
月
丙
寅
（
十
九
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

②
賀
茂
社　

現
京
都
市
北
区
上
賀
茂
に
あ
る
賀
茂
別
雷
神
社
と
同
左
京
区
下
鴨
に
あ
る
賀
茂
御
祖
神
社
の
総
称
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
、

山
城
国
愛
宕
郡
「
賀
茂
別
雷
神
社
上
社
」
と
、
同
「
賀
茂
御
祖
神
社
下
社
」
に
比
定
さ
れ
る
。
前
者
は
賀
茂
別
雷
命
を
祀
り
、
後
者
は
玉

依
媛
命
・
賀
茂
建
角
身
命
を
祀
る
。
山
城
国
一
の
宮
。
賀
茂
氏
の
氏
神
社
で
あ
る
が
、
天
武
六
年
（
六
七
七
）
に
は
既
に
王
城
鎮
護
の

神
と
し
て
し
ば
し
ば
行
幸
が
あ
り
、
朝
廷
の
尊
崇
を
受
け
た
。
参
籠
し
て
利
生
を
祈
る
社
で
も
あ
っ
た
。
伊
勢
神
宮
に
準
じ
た
扱
い
を

受
け
、
嵯
峨
朝
以
降
に
は
、
未
婚
の
内
親
王
・
女
王
が
斎
王
と
し
て
奉
仕
し
た
。

③
中
宮
亮
正
五
位
上
藤
原
朝
臣
良
仁　

四
月
甲
酉
（
二
日
）
条
注
釈
㉜
参
照
。
四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
で
正
五
位
上
、
四
月
壬
申
（
二

十
五
日
）
条
で
中
宮
亮
と
な
っ
て
い
る
。

④
松
尾
社　

現
京
都
市
西
京
区
嵐
山
山
宮
町
に
あ
る
神
社
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
、
山
城
国
乙
訓
郡
「
松
尾
神
社
」
に
比
定
さ
れ
る
。
現

祭
神
は
大
山
咋
神
・
市
杵
島
姫
命
。
上
代
、
松
尾
山
に
祀
ら
れ
、
大
宝
元
年
（
七
〇
二
）
秦
忌
寸
都
理
が
麓
の
現
在
地
に
社
殿
を
建
て

て
移
し
、
同
氏
の
氏
神
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。『
吉
記
』
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
六
月
六
日
条
に
よ
る
と
、「
或
古
記
曰
、
平
安
京

之
（
者
ヵ
）

百
王
不
易
之
都
也
。
東
有
厳
神
、
西
仰
猛
霊
。
厳
神
者
賀
茂
大
神
、
猛
霊
者
松
尾
霊
社
是
也
。
依
二
神
之
鎮
護
、
期
万
代
之
平
安
」

と
あ
り
、
賀
茂
社
を
東
の
厳
神
、
松
尾
社
を
西
の
猛
霊
と
し
、
両
社
が
平
安
京
の
鎮
護
の
神
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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�

（
林
原
）

●
八
月
甲
子
︵
十
九
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

甲（
十
九
）子。

群
臣
瑞
を
奏
し
、
相
趍う
な
が

す
こ
と
已
む
こ
と
無
し
。
勅
し
て
曰
く
、
①
祥
符
の
感
ず
る
所
、
盛
徳
に
在
り
て
称
す
べ
し
。
②
顕
慶
斯

に
臻
る
も
、
豈
に
菲
虚
の
信
ず
る
べ
け
ん
や
。
③
朕
大
喪
に
在
る
に
自
り
、
事
冢
宰
に
聴
く
。
徳
未
だ
近
く
に
動
じ
ず
、
化
何
ぞ
幽
を
覃た
ん

せ
ん
。
而
る
に
今
白
亀
・
甘
露
の
祥
至
あ
り
、
今
卿
等
表
賀
す
。
朕
の
荒
思
、
自
ら
堪
え
ざ
る
を
知
る
。
夫
れ
災
無
く
と
も
患
た
る
は
、

前
蹟
自
り
著
し
く
、
瑞
を
恃
む
と
も
凶
た
る
は
、
往
鑑
無
き
に
し
も
非
ず
。
況
ん
や
④
上
徳
は
徳
と
せ
ず
、
盛
徳
の
祥
を
聞
く
こ
と
無
し
。

⑤
大
聖
は
聖
を
断
ち
、
聖
に
応
ず
る
の
瑞
を
自
ら
廃
す
。
誠
に
能
く
道
徳
の
曹
を
成
し
、
⑥
仁
義
の
巣
を
な
す
。
⑦
二
儀
の
不
言
の
若ご
と

く
、

四
時
の
潜
運
の
若
く
な
ら
ば
、
則
ち
万
人
仁
寿
に
、
誰
ぞ
千
歳
の
霊
亀
を
須も
と

め
ん
。
百
物
咸
盈
つ
る
に
、
豈
に
昿
時
の
甘
液
を
慮
ら
ん
や
。

⑧
漢
光
・
晋
武
、
吾
が
師
た
る
に
足
る
。
陳
賀
の
言
、
聴
さ
ん
と
欲
す
る
攸
に
非
ず
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
九
日
。
群
臣
が
瑞
祥
の
こ
と
を
奏
上
し
、
促
す
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
勅
し
て
言
う
に
、「
瑞
祥
の
出
現
は
、
立
派
な
有
徳
者
が
い

て
こ
そ
称
す
る
も
の
だ
。
吉
兆
が
現
れ
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
不
徳
の
自
分
を
信
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
喪
に
服
し
て
い
て
、
政

治
は
冢
宰
に
任
せ
て
い
る
。
ま
だ
徳
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
政
化
が
天
下
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
今
、

白
亀
・
甘
露
の
瑞
祥
が
も
た
ら
さ
れ
、
卿
ら
が
賀
表
を
奏
上
し
て
き
た
。
私
は
身
の
程
を
自
覚
し
て
い
る
。
世
に
災
い
が
な
く
て
も
憂
い

が
あ
る
こ
と
は
、
先
人
の
事
跡
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
瑞
を
恃
み
に
し
た
と
こ
ろ
で
凶
と
な
る
こ
と
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
。
ま
し
て
上
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徳
の
人
は
自
分
に
徳
が
有
る
な
ど
と
は
考
え
ず
、
立
派
な
徳
に
よ
る
瑞
祥
な
ど
聞
こ
う
と
も
し
な
い
。
優
れ
た
聖
人
は
美
徳
を
断
ち
切
り
、

徳
に
呼
応
す
る
瑞
祥
を
自
ら
打
ち
捨
て
、
実
に
よ
く
道
徳
・
仁
義
の
お
こ
な
い
を
す
る
。
も
し
天
地
が
何
も
言
わ
ず
、
常
に
運
の
め
ぐ
り

が
目
に
見
え
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
者
が
仁
愛
長
寿
と
な
る
こ
と
に
、
誰
が
長
寿
の
霊
亀
を
求
め
る
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
の
物
が
皆
に
満

ち
足
り
る
こ
と
に
、
ど
う
し
て
時
を
延
べ
る
甘
露
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
だ
ろ
う
か
。
漢
の
光
武
帝
・
晋
の
武
帝
の
お
こ
な
い
は
、
私
の
師

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
祝
賀
の
言
葉
を
許
そ
う
と
は
思
わ
な
い
」
と
。

︻
注
釈
︼

①
祥
符
の
感
ず
る
所
︙　

祥
符
は
瑞
祥
、
盛
徳
は
盛
ん
な
徳
望
、
も
し
く
は
そ
れ
を
有
す
る
者
を
意
味
す
る
。
瑞
祥
は
、
立
派
な
君
主
の

存
在
に
呼
応
し
て
現
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
九
月
九
日
紀
に
、「
禎
符
之
降
、
必
応
盛
徳
。
顕
慶

之
至
、
不
於
菲
虚
。
方
今
運
非
光
華
。
国
多
災
異
」
と
あ
る
。

②
顕
慶
斯
に
臻
る
も
︙　

顕
慶
は
吉
慶
の
兆
候
、
菲
虚
は
徳
が
薄
く
愚
か
な
こ
と
を
意
味
す
る
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
、
中
元
（
建
武

中
元
）
元
年
（
五
六
）
是
夏
条
に
、「
京
師
醴
泉
涌
出
、
飲
之
者
固
疾
皆
愈
、
惟
眇
、
蹇
者
不
瘳
。
又
有
赤
草
生
於
水
崖
。
郡
国
頻
上
甘

露
。
群
臣
奏
言
、『
地
祇
霊
応
而
朱
草
萌
生
。
孝
宣
帝
毎
有
嘉
瑞
、
輒
以
改
元
、
神
爵
、
五
鳳
、
甘
露
、
黄
竜
、
列
為
年
紀
、
蓋
以
感

致
神
祇
、
表
彰
徳
信
。
是
以
化
致
升
平
、
称
為
中
興
。
今
天
下
清
寧
、
霊
物
仍
降
。
陛
下
情
存
損
挹
、
推
而
不
居
、
豈
可
使
祥
符
顕
慶
、

没
而
無
聞
。
宜
令
太
史
撰
集
、
四
以
伝
来
世
』。
帝
不
納
。
常
自
謙
無
徳
、
毎
郡
国
所
上
、
輒
抑
而
不
当
、
故
史
官
罕
得
記
焉
」
と
あ

る
。
漢
の
光
武
帝
は
、
醴
泉
の
涌
出
と
い
う
瑞
祥
を
史
官
に
記
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

③
朕
大
喪
に
在
る
に
自
り
︙　

大
喪
は
大
行
天
皇
・
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
の
喪
に
服
す
る
こ
と
。『
尚
書
』
伊
訓
に
は
「
惟
元
祀
、

十
有
二
月
乙
丑
、
伊
尹
祠
于
先
王
。
奉
嗣
王
祗
見
厥
祖
、
侯
、
甸
群
後
咸
在
、
百
官
総
己
以
聴
冢
宰
。
伊
尹
乃
明
言
烈
祖
之
成
徳
、
以
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訓
于
王
」
と
あ
る
。
君
主
が
服
喪
中
で
あ
れ
ば
、
百
官
は
冢
宰
に
指
示
を
仰
ぐ
慣
例
が
あ
っ
た
。
ま
た
『
春
秋
胡
氏
伝
』
巻
十
四
文

公
上
、
元
年
春
王
正
月
公
即
位
条
に
、「
自
古
通
喪
三
年
、
其
以
凶
服
、
則
不
可
入
宗
廟
。
其
以
吉
服
、
則
斬
焉
在
衰
絰
之
中
、
不
可

既
成
而
又
易
之
也
。
如
之
何
而
可
。
子
張
問
於
孔
子
、『
高
宗
諒
陰
三
年
不
言
、
何
謂
』。
子
曰
、『
何
必
高
宗
。
古
之
人
皆
然
。
君
薨

百
官
総
已
、
以
聴
於
冢
宰
三
年
』。
則
告
廟
臨
群
臣
、
固
有
摂
行
之
礼
矣
」
と
あ
る
。
先
代
の
君
主
が
崩
ず
る
と
、
諒
闇
中
の
三
年
間

は
冢
宰
が
政
治
を
取
り
仕
切
っ
た
。

④
上
徳
は
徳
と
せ
ず
︙　
『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
、「
上
徳
不
徳
、
是
以
有
徳
。
下
徳
不
失
徳
、
是
以
無
徳
。
上
徳
無
為
、
而
無
以

為
。
下
徳
為
之
、
而
有
以
為
。
上
仁
為
之
、
而
無
以
為
。
上
義
為
之
、
而
有
以
為
。
上
礼
為
之
、
而
莫
之
応
、
則
攘
臂
而
扔
之
」
と
あ

る
。
徳
が
あ
る
人
は
、
人
目
に
つ
く
よ
う
な
作
為
的
な
働
き
を
せ
ず
、
自
ら
事
を
な
し
た
と
い
う
意
識
も
も
た
な
い
と
い
う
。
一
方
徳

が
な
い
人
は
、
意
識
し
て
徳
を
失
う
ま
い
と
す
る
態
度
が
偽
善
の
趣
を
呈
し
て
、
徳
が
な
い
と
さ
れ
る
。

⑤
大
聖
は
聖
を
絶
ち
︙　

大
聖
は
聖
人
の
中
で
も
特
に
立
派
な
人
格
を
備
え
て
い
る
人
を
意
味
す
る
。『
老
子
』
第
十
九
章
に
、「
絶
聖
棄

智
、
民
利
百
倍
。
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
。
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
無
有
。
此
三
者
、
以
為
文
不
足
。
故
令
有
所
属
。
見
素
抱
樸
、
少
私
寡

欲
」
と
あ
る
。
聖
・
智
や
仁
・
義
、
巧
・
利
な
ど
の
世
間
か
ら
評
価
さ
れ
る
美
徳
を
断
ち
切
れ
ば
、
人
々
は
利
益
や
人
情
な
ど
を
得
る

と
い
う
。

⑥
仁
義
の
巣
を
な
す　
『
新
語
』
第
三
輔
政
に
、「
夫
居
高
者
自
処
不
可
以
不
安
、
履
危
者
任
杖
不
可
以
不
固
。
自
処
不
安
則
墜
、
任
杖
不

固
則
仆
。
是
以
聖
人
居
高
処
上
、
則
以
仁
義
為
巣
、
乗
危
履
傾
、
則
以
賢
聖
為
杖
、
故
高
而
不
墜
、
危
而
不
仆
」
と
あ
る
。

⑦
二
儀
の
不
言
の
若
く
︙　

二
儀
は
天
地
、
四
時
は
四
季
を
意
味
す
る
。

⑧
漢
光
・
晋
武　

漢
の
光
武
帝
（
劉
秀
、
前
六
―
五
七
）
と
晋
の
武
帝
（
司
馬
炎
、
二
三
六
─
二
九
〇
）
の
こ
と
。
光
武
帝
に
つ
い
て
は
注

釈
②
参
照
。
武
帝
に
つ
い
て
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
八
十
一
晋
紀
三
、
太
康
五
年
（
二
八
四
）
春
正
月
己
亥
条
に
「
有
青
竜
二
、
見
武
庫
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井
中
。
帝
観
之
、
有
喜
色
。
百
官
将
賀
、
尚
書
左
僕
射
劉
毅
表
曰
、『
昔
竜
降
夏
庭
、
卒
為
周
禍
。
易
称
、
潜
竜
勿
用
、
陽
在
下
也
。

尋
案
旧
典
、
無
賀
竜
之
礼
』。
帝
従
之
」
と
あ
る
。
青
龍
二
体
が
武
器
庫
の
井
戸
の
中
に
現
れ
た
際
、
最
初
は
喜
ん
だ
が
、
劉
毅
の
上

表
に
よ
り
慶
賀
を
取
り
止
め
た
と
い
う
。

�

（
林
原
）

●
八
月
丙
寅
︵
二
十
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丙（
廿
一
）寅。

公
卿
重
ね
て
上
表
し
、
以
て
賀
瑞
を
求
む
。
帝
苦
請
の
拒
み
難
き
を
以
て
、
之
を
許
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

二
十
一
日
。
公
卿
が
重
ね
て
上
表
し
、
瑞
祥
を
喜
ぶ
こ
と
を
求
め
た
。
天
皇
は
誠
心
誠
意
の
願
い
を
拒
む
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
を
許
可

し
た
。

�

（
林
原
）

●
八
月
戊
辰
︵
二
十
三
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

戊（
廿
三
）辰。
①
散
位
従
五
位
下
高
原
王
を
遣
わ
し
、
豊
前
・
筑
前
両
国
に
向
か
わ
し
め
、
宝
剣
・
明
鏡
・
名
香
・
綵
帛
等
を
以
て
、
②
八
幡
宮

及
び
③
香
椎
廟
に
奉
ら
し
む
。
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︻
現
代
語
訳
︼

二
十
三
日
。
散
位
従
五
位
下
高
原
王
を
豊
前
国
と
筑
前
国
に
遣
わ
し
て
、
宝
剣
・
明
鏡
・
名
香
・
綵
帛
な
ど
を
、
八
幡
宮
と
香
椎
廟
に
奉

納
さ
せ
た
。

︻
注
釈
︼

①
散
位
従
五
位
下
高
原
王　

三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
㉙
参
照
。

②
八
幡
宮　

現
大
分
県
宇
佐
市
に
所
在
す
る
宇
佐
神
宮
の
こ
と
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
、
豊
前
国
宇
佐
郡
「
八
幡
大
菩
薩
宇
佐
宮
」
に
比

定
さ
れ
る
。
元
来
、
八
幡
神
を
奉
斎
し
、
奈
良
時
代
よ
り
朝
廷
の
崇
敬
が
厚
く
、
国
内
外
の
有
事
（
例
え
ば
新
羅
侵
攻
や
薬
子
の
変
な

ど
）
に
際
し
て
鎮
護
国
家
の
た
め
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、『
西
宮
記
』
臨
時
六
の
進
発
宇
佐
使
事
条
に
は
、
一
代
一
度
・
即

位
時
・
恒
例
と
し
て
三
年
に
一
度
、
宇
佐
神
宮
に
使
者
を
派
遣
し
、
神
宝
（『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
十
月
九
日
条
に
「
神
財

御
剣
鏡

等
類
也

、
幣
帛
綾
錦
繍

類
也

」
と
あ
る
）
や
神
馬
な
ど
を
奉
納
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
・
恒
例
に
関
わ
ら
ず
、
宇
佐
に
派
遣
さ
れ
る
使

者
を
総
称
し
て
宇
佐
使
と
い
う
。
い
つ
頃
か
ら
宇
佐
使
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
即
位
奉
告
に
つ
い
て

み
る
と
、
そ
の
初
見
は
仁
明
の
時
、
す
な
わ
ち
天
長
十
年
（
八
三
三
）
四
月
壬
戌
（
五
日
）
紀
に
、「
遣
従
四
位
下
行
伊
予
権
守
和
気
朝

臣
真
綱
、
奉
御
剣
幣
帛
於
八
幡
大
菩
薩
宮
及
香
椎
廟
。
告
新
即
位
也
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
派
遣
さ
れ
た
和
気
真
綱
は
、
道

鏡
事
件
の
際
に
神
託
を
得
る
た
め
に
宇
佐
神
宮
に
派
遣
さ
れ
た
清
麻
呂
の
子
で
、
父
清
麻
呂
の
功
績
を
受
け
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
以
降
、
和
気
氏
派
遣
が
恒
例
に
な
っ
た
よ
う
で
、『
西
宮
記
』
同
条
に
は
、「
御
即
位
時
、
遣
和
気
氏
五
位
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
日
条
に
お
い
て
は
、
高
原
王
が
宇
佐
使
と
し
て
「
宝
剣
明
鏡
名
香
綵
帛
」
な
ど
の
神
宝
を
奉
納
し
て
い
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
か

ら
み
て
、
こ
の
派
遣
は
即
位
奉
告
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
使
者
が
和
気
氏
で
は
な
い
点
が
気
に
か
か
る
が
、「
宇
佐
即
位
奉
幣
使
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が
開
始
さ
れ
た
当
初
は
必
ず
し
も
和
気
氏
と
は
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
の
解
釈
も
あ
る
（
恵
良
宏
「
宇
佐
使
に
つ

い
て
の
一
考
察
」（『
史
淵
』
九
八
、
一
九
六
七
年
））。
な
お
、
次
の
清
和
の
時
に
は
和
気
巨
範
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

③
香
椎
廟　

現
福
岡
市
東
区
に
所
在
。
香
椎
宮
と
も
い
う
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
み
え
な
い
。
同
書
式
部
上
に
「
凡
諸
神
宮
司
、
并

橿
日
廟
司
、
以
六
年
為
秩
限
」
と
あ
り
、
香
椎
宮
に
つ
い
て
は
他
の
神
宮
司
と
は
区
別
し
て
廟
司
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
民

部
下
の
大
宰
府
仕
丁
条
に
「
香
椎
宮
守
戸
一
烟
」
と
あ
っ
て
守
戸
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
香
椎
宮
は
山
陵
に
準
じ
た

も
の
で
あ
る
と
の
理
解
が
あ
る
。
宇
佐
神
宮
と
と
も
に
朝
廷
の
崇
敬
が
厚
く
、
宇
佐
使
派
遣
の
際
に
は
香
椎
宮
に
も
同
様
に
使
者
が
派

遣
さ
れ
る
例
が
多
い
。
前
掲
の
『
西
宮
記
』
進
発
宇
佐
使
事
条
に
も
、「
宇
佐
・
香
椎
両
所
幣
料
、
相
別
無
所
見
、
向
本
宮
定
之
」
と

あ
り
、
朝
廷
に
お
い
て
は
宇
佐
と
香
椎
の
幣
料
を
一
括
り
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

�

（
木
本
）

●
八
月
己
巳
︵
二
十
四
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

己（
廿
四
）巳。
天
南
に
声
有
り
。
雷
の
如
し
。

︻
現
代
語
訳
︼

二
十
四
日
。
南
方
の
空
で
音
が
し
た
。
雷
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

�

（
木
本
）
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●
八
月
辛
未
︵
二
十
六
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

辛（
廿
六
）未。

地
震
う
。
西
北
よ
り
来
た
る
。
①
鶏
雉
皆
驚
く
。

︻
現
代
語
訳
︼

二
十
六
日
。
地
震
。
西
北
か
ら
揺
れ
が
き
た
。
鶏
も
雉
も
驚
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

︻
注
釈
︼

①
鶏
雉
皆
驚
く　
『
古
事
記
』
上
巻
（
大
国
主
神
）
に
「
さ
野
つ
鳥
、
雉
は
響
む
、
庭
つ
鳥
、
鶏
は
鳴
く
」、『
万
葉
集
』
巻
十
三

―
三
三
一
〇
に
「
野
つ
鳥
、
雉
は
響
む
、
家
つ
鳥
、
鶏
も
鳴
く
」
と
み
え
、
野
生
の
鳥
と
し
て
雉
が
、
家
畜
の
鳥
と
し
て
鶏
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
を
も
っ
て
「
い
か
な
る
鳥
も
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
な
る
か
。
ま
た
、
天
文
現
象
の
意
味
に
つ
い
て

問
答
形
式
で
記
し
た
『
塵
袋
』（
鎌
倉
中
期
頃
）
三
に
、「
雷
鳴
ト
地
震
ト
ニ
ハ
雉
ナ
ク
事
ア
リ
、
其
ノ
心
如
何
」
と
い
う
問
い
が
あ
り
、

雉
が
雷
鳴
や
地
震
に
敏
感
な
鳥
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
に
、「（
前
略
）
伯
耆
国
ノ
風

土
記
ニ
云
ク
、
震
動
之
時
ハ
、
鶏
雉
悚
懼
し
て
則
鳴
、
山
鶏
ハ
踰
嶺
谷
、
即
樹
羽
蹬
踊
也
ト
云
ヘ
リ
、
鶏
雉
ヤ
マ
ト
リ
、
コ
レ
ラ
ハ
ミ

ナ
陽
ノ
気
ヲ
ウ
ケ
タ
ル
ト
リ
ナ
リ
、
地
震
ハ
陰
陽
フ
サ
ガ
ル
ト
キ
、
必
ズ
ア
ル
事
ナ
リ
、
サ
レ
バ
陽
ノ
精
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
イ
タ
ミ
オ

ド
ロ
ク
歟
」
と
み
え
る
。

�

（
木
本
）
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●
九
月
乙
亥
︵
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

九
月
乙
亥
朔
。
日
蝕
ゆ
る
こ
と
有
り
。

︻
現
代
語
訳
︼

九
月
一
日
。
日
食
が
あ
っ
た
。

�

（
木
本
）

●
九
月
壬
午
︵
八
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

壬（
八
）午
。
①
宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞
、
②
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
継
、
③
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
、
④
御
巫
无
位
榎
本
連

浄
子
等
を
遣
わ
し
、
摂
津
国
に
向
か
わ
し
め
、
⑤
八
十
嶋
を
祭
ら
し
む
。
是
の
日
、
⑥
右
京
人
村
主
岑
成
、
摂
津
国
嶋
上
郡
河
上
に
於
い

て
、
⑦
白
亀
を
獲
り
て
之
を
献
ず
。

︻
現
代
語
訳
︼

八
日
。
宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞
・
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
継
・
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
・
御
巫
无
位
榎
本
連
浄
子
ら
を

摂
津
国
に
遣
わ
し
て
、
八
十
嶋
祭
を
お
こ
な
わ
せ
た
。
こ
の
日
、
右
京
の
村
主
岑
成
が
摂
津
国
嶋
上
郡
河
上
に
お
い
て
白
亀
を
捕
獲
し
、

こ
れ
を
献
上
し
た
。
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︻
注
釈
︼

①
宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞　
（
八
一
一
―
五
八
）
宮
主
に
つ
い
て
は
『
延
喜
式
』
神
祇
三
の
宮
主
卜
部
条
に
「
凡
宮
主
取
卜
部
堪
事
者
任

之
、
其
卜
部
取
三
国
卜
術
優
長
者
伊
豆
五
人
、
壱
岐

五
人
、
対
馬
十
人

」
と
あ
る
。
神
祇
官
の
卜
部
二
十
人
の
中
か
ら
卜
術
に
優
れ
た
者
が
任
命
さ
れ
、
主
に
御

所
・
中
宮
・
東
宮
な
ど
に
配
さ
れ
た
。
御
所
に
配
さ
れ
た
者
は
特
に
大
宮
主
と
称
さ
れ
、
天
皇
の
神
事
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
卜
占
を
お

こ
な
っ
た
。
天
安
二
年
（
八
五
八
）
四
月
辛
丑
（
十
日
）
紀
の
雄
貞
の
卒
伝
に
は
、「
帝
在
東
宮
時
為
宮
主
。
践
祚
之
日
、
為
大
宮
主
」

と
あ
る
の
で
、
雄
貞
は
皇
太
子
時
代
か
ら
一
貫
し
て
文
徳
の
宮
主
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
亀
策
之
倫
也
。
兄
弟
尤
長
此
術
」

と
も
あ
り
、
亀
卜
に
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
四
十
歳
。

②
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
継　
（
生
没
年
不
詳
）
本
日
条
に
し
か
み
え
な
い
。『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
神
別
に
「
菅
生
朝
臣
」
が

み
え
、
大
中
臣
朝
臣
と
同
祖
で
天
児
屋
根
命
の
後
裔
と
い
う
。
神
琴
師
は
神
祇
官
に
お
い
て
神
琴
生
に
琴
を
教
授
し
た
者
で
あ
る
が
、

『
延
喜
式
』
神
祇
三
の
八
十
嶋
神
祭
条
に
、「
右
八
十
島
祭
御
巫
、
生
嶋
巫
、
並
史
一
人
、
御
琴
弾
一
人
、
神
部
二
人
、
及
内
侍
一
人
、

内
蔵
属
一
人
、
舎
人
一
人
、
赴
難
波
津
祭
之
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
御
琴
弾
と
し
て
八
十
嶋
祭
に
派
遣
さ
れ
た
。

③
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
三
年
（
八
三
六
）
三
月
甲
辰
（
五
日
）
に
従
五
位
下
と
み
え
、
掌
侍
と
な
る
。

同
十
五
年
正
月
己
巳
（
八
日
）
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る
。『
文
実
』
に
は
本
日
条
に
し
か
み
え
ず
、
典
侍
・
正
五
位
下
と
な
っ
た
時

期
は
不
明
。
な
お
、
前
掲
の
『
延
喜
式
』
八
十
嶋
神
祭
条
に
、
八
十
嶋
祭
へ
の
内
侍
の
派
遣
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
践

祚
の
八
十
嶋
祭
条
に
は
「
以
典
侍
一
人
、
為
使
多
用
御

乳
母

」
と
み
え
、
特
に
天
皇
の
乳
母
が
任
命
さ
れ
る
例
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

泉
子
が
乳
母
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

④
御
巫
无
位
榎
本
連
浄
子　
（
生
没
年
不
詳
）
本
日
条
に
し
か
み
え
な
い
。『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
に
「
榎
本
連
」
が
み
え
、
大
伴
氏

と
同
祖
で
道
臣
命
十
世
孫
佐
弖
彦
の
後
裔
と
い
う
。
御
巫
に
つ
い
て
は
そ
の
起
源
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『
令
集
解
』
職
員
令
の
神
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祇
官
条
に
「
御
巫
、
卜
兆（
中
略
）
別
記
云
、
御
巫
五
人
、
倭
国
巫
二
口
、
左
京
生
島
一
口
、

右
京
坐
摩
一
口
、
御
門
一
口
。
各
給
廬
守
一
人
。
又
免
戸
調
役
也

」
と
あ
り
、
令
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

亀
卜
を
職
掌
と
し
て
お
り
、
定
員
は
五
人
で
、
倭
国
巫
・
生
島
巫
・
坐
摩
巫
・
御
門
巫
で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、

『
古
語
拾
遺
』
神
代
に
「
爰
仰
従
皇
天
二
祖
詔
、
建
樹
神
籬
。
所
謂
、
高
皇
産
霊
・
神
皇
産
霊
・
魂
留
産
霊
・
生
産
霊
・
足
産
霊
・
大

宮
売
神
・
事
代
主
神
・
御
膳
神
已
上
、
今
御

巫
所
奉
斎
也

、
櫛
磐
間
戸
神
・
豊
磐
間
戸
神
已
上
、
今
御
門

巫
所
奉
斎
也

、
生
島
是
大
八
洲
之
霊
。
今

生
島
巫
所
奉
斎
也

、
坐
摩
是
大
宮
地
之
霊
。
今

坐
摩
巫
所
奉
斎
也

」
と
あ
り
、
御

巫
・
御
門
巫
・
生
島
巫
・
坐
摩
巫
が
宮
中
に
祭
祀
さ
れ
た
神
々
に
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
神
祇
三
の
御

巫
条
に
「
凡
御
巫
、
御
門
巫
、
生
嶋
巫
各
一
人
其
中
宮
東
宮
唯

有
御
巫
各
一
人

、
取
庶
女
堪
事
充
之
」、
坐
摩
条
に
「
凡
坐
摩
巫
、
取
都
下
国
造
氏
童
女
七
歳

已
上
者
充
之
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
巫
女
の
任
用
の
条
件
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
前
掲
の
『
延
喜
式
』
八
十
嶋
神
祭
条
に
お
い
て
は
「
御
巫
、

生
嶋
巫
」
の
派
遣
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本
日
条
に
お
い
て
は
御
巫
の
み
の
派
遣
で
あ
る
。

⑤
八
十
嶋
を
祭
ら
し
む　

即
位
儀
礼
の
一
つ
。
本
日
条
は
大
嘗
祭
前
の
執
行
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
大
嘗
祭
の
翌
年
に
難
波
津
で
お
こ
な

わ
れ
た
。
本
日
条
が
初
見
で
あ
る
が
、
光
仁
以
前
に
も
即
位
後
の
難
波
行
幸
の
例
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
八
十
嶋
祭
の
起
源
と
み

る
説
も
あ
る
。
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
十
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
後
堀
河
の
八
十
嶋
祭
を
最
後
に
断
絶
し
た
た
め
、
不
明
な
点
も
多

い
。
祭
祀
の
目
的
と
祭
神
も
明
確
で
は
な
い
が
、
祭
祀
の
場
と
な
る
難
波
津
に
は
生
嶋
神
・
足
嶋
神
を
祀
る
生
国
魂
神
社
が
あ
り
、
祭

使
と
し
て
生
島
巫
を
同
道
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
祭
神
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
『
古
語
拾
遺
』
に

生
島
神
を
「
是
大
八
洲
之
霊
」
と
載
せ
て
い
る
。
八
十
嶋
の
名
は
大
八
洲
に
通
じ
、
即
位
に
際
し
て
、
国
土
の
平
安
を
祈
る
目
的
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
儀
に
つ
い
て
は
『
江
家
次
第
』
践
祚
の
八
十
嶋
祭
条
に
、「
祭
日
到
難
波
津
、（
中
略
）
神
祇
官
弾
御

琴
、
女
官
披
御
衣
筥
、
振
之
。
次
中
宮
御
料
。
次
春
宮
御
料
。
宮
主
著
膝
突
西面

、
捧
御
麻
、
修
禊
。
禊
了
以
祭
物
投
海
。
次
帰
京
」
と

あ
る
。

⑥
右
京
人
村
主
岑
成　
（
生
没
年
不
詳
）
八
十
嶋
祭
の
従
者
で
あ
ろ
う
。
本
年
九
月
己
丑
（
十
五
日
）
に
白
亀
を
献
上
し
た
賞
で
従
六
位
上
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に
叙
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
村
主
は
ヤ
マ
ト
政
権
下
に
お
け
る
姓
の
一
つ
で
あ
る
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
い
て
「
村
主　

葦
屋
村

主
同
祖
」（
摂
津
国
諸
藩
）
な
ど
と
み
え
、
氏
族
名
と
し
て
村
主
を
挙
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

⑦
白
亀
を
獲
り
て
之
を
献
ず　

六
月
丁
巳
（
十
一
日
条
）
注
釈
①
参
照
。

�

（
木
本
）

●
九
月
甲
申
︵
十
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

甲（
十
）申
。
詔
し
て
伊
勢
国
①
多
度
大
神
を
以
て
、
官
社
に
列
す
。
同
国
②
天
照
太
神
宮
禰
宜
従
八
位
下
神
主
継
長
、
③
豊
受
太
神
宮
禰
宜
従

八
位
上
神
主
土
主
等
に
、
外
従
五
位
下
を
授
く
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
日
。
詔
に
よ
り
、
伊
勢
国
多
度
大
神
を
官
社
と
し
た
。
同
国
の
天
照
太
神
宮
禰
宜
従
八
位
下
神
主
継
長
と
豊
受
太
神
宮
禰
宜
従
八
位
上

神
主
土
主
に
、
外
従
五
位
下
を
授
け
た
。

︻
注
釈
︼

①
多
度
大
神　

伊
勢
国
桑
名
郡
（
現
三
重
県
桑
名
市
）
に
鎮
座
す
る
多
度
大
社
の
祭
神
。
同
社
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
伊
勢
国
桑
名
郡

「
多
度
神
社
」
に
比
定
さ
れ
る
。
名
神
大
社
。
現
祭
神
の
天
津
彦
根
命
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
に
「
桑
名
首
、
天
津
彦
根
ノ
男
、

天
久
之
比
乃
命
之
後
也
」
と
あ
り
、
桑
名
首
の
祖
先
神
で
あ
り
、
天
照
大
神
の
御
子
で
あ
る
。
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
十
月
に
従
五
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位
下
、
天
長
十
年
（
八
三
三
）
四
月
に
正
五
位
下
、
承
和
六
年
（
八
三
九
）
十
二
月
に
正
五
位
上
、
同
十
一
年
六
月
に
従
四
位
下
に
叙

さ
れ
て
い
る
。
本
日
条
に
お
い
て
官
社
に
列
せ
ら
れ
、
朝
廷
か
ら
の
幣
帛
を
受
け
る
社
格
と
な
っ
た
。

②
天
照
太
神
宮
禰
宜
従
八
位
下
神
主
継
長　
（
生
没
年
未
詳
）
本
日
条
初
出
。
天
照
太
神
宮
は
皇
太
神
宮
と
も
い
い
、
い
わ
ゆ
る
伊
勢
神
宮

内
宮
の
こ
と
。
当
宮
の
禰
宜
は
長
く
荒
木
田
氏
が
専
任
し
た
。『
皇
太
神
宮
禰
宜
譜
図
帳
』
に
よ
る
と
、
一
族
は
度
会
郡
大
貫
に
居
住

し
、
成
務
の
時
、
最
上
が
大
神
の
御
饌
料
田
三
千
代
を
奉
っ
た
功
に
よ
り
荒
木
田
神
主
の
姓
を
賜
っ
た
と
あ
る
。
一
時
神
主
と
の
み
称

し
た
が
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
本
姓
に
復
し
た
。

③
豊
受
太
神
宮
禰
宜
従
八
位
上
神
主
土
主　
（
生
没
年
未
詳
）
本
日
条
に
し
か
み
え
な
い
。
豊
受
太
神
宮
は
い
わ
ゆ
る
伊
勢
神
宮
外
宮
の
こ

と
。
本
来
、
当
宮
の
禰
宜
は
度
会
氏
の
専
任
で
あ
る
が
、
当
該
期
に
お
い
て
は
荒
木
田
氏
が
務
め
て
い
る
。

�

（
木
本
）

●
九
月
乙
酉
︵
十
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

乙（
十
一
）酉。
①
少
納
言
従
五
位
上
鎌
蔵
王
、
②
内
蔵
頭
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
壱（
逸
）志
等
を
遣
わ
し
、
伊
勢
太
神
宮
に
向
か
わ
し
め
、
③
例
に
よ
り

幣
を
奉
ら
し
む
。
別
け
て
細
馬
五
疋
を
献
じ
、
以
て
神
御
に
充
つ
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
一
日
。
少
納
言
従
五
位
上
鎌
蔵
王
、
内
蔵
頭
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
壱（
逸
）志
ら
を
伊
勢
太
神
宮
に
遣
わ
し
て
、
例
に
よ
っ
て
幣
帛
を
奉
納
さ

せ
た
。
別
に
細
馬
五
疋
を
献
じ
、
こ
れ
を
神
へ
の
供
え
物
と
し
た
。
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︻
注
釈
︼

①
少
納
言
従
五
位
上
鎌
蔵
王　
（
生
没
年
未
詳
）
四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㉛
参
照
。
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
八
月
乙
未
朔
に
も
止
風

雨
の
祈
願
の
た
め
伊
勢
神
宮
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
三
年
正
月
丁
未
（
十
六
日
）
に
大
和
権
守
に
任
命
さ
れ
た
。

②
内
蔵
頭
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
壱
志　
（
生
没
年
未
詳
）
五
月
甲
午
（
十
七
日
）
条
注
釈
⑪
参
照
。

③
例
に
よ
り
幣
を
奉
ら
し
む　

養
老
五
年
（
七
二
一
）
九
月
乙
卯
（
十
一
日
）
紀
に
、
使
を
遣
わ
し
て
伊
勢
神
宮
に
幣
帛
を
奉
っ
た
と
あ

る
の
が
国
史
上
の
初
見
で
、
以
後
、
常
に
九
月
十
一
日
に
例
幣
使
を
派
遣
し
た
。
例
幣
使
に
は
諸
王
を
充
て
、
中
臣
・
忌
部
が
こ
れ
に

従
う
。
そ
の
派
遣
の
日
に
は
、
天
皇
は
祭
服
を
着
し
、
御
幣
を
拝
し
た
。

�

（
木
本
）

●
九
月
戊
子
︵
十
四
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

戊（
十
四
）子。
①
参
議
左
兵
衛
督
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
助
を
遣
わ
し
、
②
賀
茂
大
神
社
に
向
か
わ
し
む
。
③
策
命
し
て
曰
く
、
天
皇
が
④
詔お
お
み
こ
と
ら
ま旨
と
、

掛
け
ま
く
も
畏
き
⑤
大
神
の
広
前
に
申
し
賜
へ
と
申
さ
く
。
⑥
先
先
に
祷い
の

り
申
し
賜
へ
る
御
馬
并
び
に
神か
む
だ
か
ら財
を
、
九
月
に
潔
め
備
え
て
出

だ
し
奉
り
賜
は
ば
吉よ

け
む
と
卜う
ら
な

え
申
せ
り
。
⑦
故か

れ
是こ
こ

を
以も
ち

、
神
財
を
設
け
備
え
て
潔
ら
に
捧
げ
て
出
だ
し
奉
ら
す
。
但
し
御
馬
は
馬
寮

内
に
穢
有
る
に
依
り
て
、
此
の
度
は
出
だ
し
奉
ら
む
。
⑧
来
る
年
の
四
月
の
祭
に
設
け
備
え
て
出
だ
し
奉
ら
む
。
此
の
状さ
ま

を
聞
こ
し
食め

し

て
、
天す
め
ら
が
み
か
ど

皇
朝
庭
を
堅か
き
わ磐

に
常と
き
わ磐

に
、
天あ
め
の
し
た下

平お
だ
い安

に
護
り
賜
ひ
矜め
ぐ

み
賜
へ
と
、
恐
み
恐
み
も
申
し
賜
は
く
、
と
申
す
。

︻
現
代
語
訳
︼
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十
四
日
。
参
議
左
兵
衛
督
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
助
を
遣
わ
し
て
、
賀
茂
大
神
社
に
向
か
わ
せ
た
。
策
命
し
て
言
う
に
は
、「
天
皇
の
お
言

葉
と
し
て
、
畏
れ
多
く
も
大
神
ら
の
御
前
に
申
し
あ
げ
よ
、
と
申
す
。『
以
前
に
祈
り
申
し
上
げ
た
御
馬
と
神
財
を
、
九
月
に
清
め
備
え

て
出
し
奉
り
申
し
上
げ
る
の
が
吉
か
ろ
う
と
の
卜
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
神
財
を
準
備
し
て
清
め
捧
げ
て
、
出
し
奉
る
。
但
し
御
馬
は

馬
寮
内
に
穢
れ
が
有
っ
た
の
で
、
今
回
は
出
し
奉
ら
ず
、
来
年
の
四
月
の
祭
に
準
備
し
て
出
し
奉
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を

お
聞
き
入
れ
い
た
だ
き
、
天
皇
の
朝
廷
を
永
く
堅
く
、
天
下
平
安
と
な
る
よ
う
矜
み
助
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
申
し
上
げ

る
』
と
申
す
」
と
。

︻
注
釈
︼

①
参
議
左
兵
衛
督
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
助　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
⑭
参
照
。

②
賀
茂
大
神
社　

八
月
丁
巳
（
十
二
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

③
策
命　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
の
即
位
記
事
が
語
の
初
見
。『
文
実
』『
三
実
』
の
み
に
み
え
る
語
。

④
詔
旨　

大
化
元
年
（
六
四
五
）
七
月
丙
子
（
十
日
）
紀
の
「
詔
於
高
麗
使
曰
、
明
神
御
宇
日
本
天
皇
詔
旨
」
が
初
見
の
語
。「
お
ほ
み
こ

と
ら
ま
」
は
、
文
武
元
年
（
六
九
七
）
八
月
庚
辰
（
十
七
日
）
紀
の
即
位
詔
に
「
現
御
神
止
大
八
嶋
国
所
知
天
皇
大
命
良
麻
止
詔
大
命
乎
」、

天
平
神
護
元
年
（
七
六
四
）
正
月
己
亥
（
七
日
）
紀
の
改
元
詔
に
「
天
皇
何
大
御
命
良
麻
止
勅
大
御
命
乎
」
と
み
え
る
。

⑤
大
神
の
広
前　

承
和
八
年
（
八
四
一
）
六
月
辛
酉
（
二
十
二
日
）
紀
が
初
見
の
語
。
七
月
丙
戌
（
十
一
日
）
条
に
続
き
本
日
条
が
三
例
目
。

以
後
、
多
見
す
る
。

⑥
先
先
に
祷
り
申
し
賜
へ
る
御
馬
并
び
に
神
財　
「
祷
り
申
し
賜
へ
る
」
は
本
日
条
が
初
見
。
以
後
、
散
見
す
る
。

⑦
故
れ
是
を
以
︑
神
財
を
設
け
備
え
て　
「
設
備
」
の
語
は
他
に
は
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
十
二
月
庚
辰
（
二
十
日
）
紀
に
し
か
み
え
な
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い
。

⑧
来
る
年
の
四
月
の
祭　

い
わ
ゆ
る
賀
茂
祭
。
翌
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
四
月
辛
酉
（
十
九
日
）
条
に
「
遣
使
者
向
賀
茂
大
神
社
奉
祭
。

但
斎
内
親
王
未
盈
斎
限
。
故
不
得
侍
祭
」
と
あ
る
。

�

（
告
井
）

●
九
月
己
丑
︵
十
五
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

己（
十
五
）丑。
亦
た
、
①
参
議
藤
原
朝
臣
助
を
遣
わ
し
、
②
春
日
大
神
社
に
向
か
わ
し
む
。
策
命
し
て
曰
く
、
天
皇
が
詔
旨
と
、
大
神
の
広
前
に

申
し
賜
へ
と
申
さ
く
。
③
皇す
め
ら
お
お
か
み

大
神
の
厚
き
護
り
に
依
り
て
し
、
④
天あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ

日
嗣
の
高
御
座
に
は
、
平
け
く
即
か
せ
賜
う
と
な
も
所お
も
お念
し
行め

す
。

茲
に
因
り
て
、
先
先
に
祷
り
申
し
賜
ひ
し
御み
か
が
ふ
り冠
と
為し

て
な
も
、
⑤
建
御
賀
豆
智
命
・
伊
波
比
主
命
二
柱
の
大
神
を
ば
正
一
位
に
、
⑥
天
児

屋
根
命
を
ば
従
一
位
に
、
比
売
神
を
ば
正
四
位
上
に
上
げ
奉
り
崇
め
奉
る
状
を
、
神か
む
だ
か
ら財
を
捧
げ
持
た
し
め
て
出
だ
し
奉
る
。
此
の
状
を
聞

こ
し
食
し
て
、
益
益
に
天す
め
ら
が
み
か
ど

皇
朝
庭
を
堅か
き
わ磐
に
常と
き
わ磐
に
幸さ
き
わ

へ
奉
り
賜
ひ
、
天あ
め
の
し
た下
平お
だ
い安
に
護
り
賜
ひ
助
け
賜
へ
と
、
恐
み
恐
み
も
申
し
賜
は

く
、
と
申
す
。

　

詔
し
て
曰
く
、
⑦
乾け
ん
か
ん鑒
は
測
れ
ず
、
皇
化
に
随
い
て
霊
を
効い
た

し
、
神
理
は
遥
か
な
ら
ず
、
人
事
に
応
え
て
感
を
通
ず
。
是こ
こ

を
以
て
、
恩

の
漸す
す

む
所
有
ら
ば
、
⑧
亀
龍
は
幽
賛
の
符
を
秘
め
ず
、
徳
の
相
覃
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
⑨
雲
露
は
予
て
昇
平
の
瑞
を
彰あ
ら
わ

す
。
朕
は
、
上
は

遺
制
に
遵
い
、
下
は
群
言
を
酌
み
、
辞
す
こ
と
免
が
れ
獲
ず
、
遂
に
皇
極
に
践
す
。
然
ら
ば
猶
、
⑩
蓼
を
集
む
る
の
痛
弥
切
に
し
て
、

⑪
壑た
に

に
擠お

ち
る
の
慮
未
だ
申
せ
ず
、
⑫
大
川
を
渉
る
に
済
る
攸
を
知
る
こ
と
罔
き
に
譬
う
。
即
ち
知
る
に
、
天
上
甘
露
の
淵
は
、
未
だ
必

ず
し
も
朕
が
為
に
灑そ
そ

が
ず
。
⑬
水
中
神
蔡
の
智
は
、
豈
に
能
く
朕
を
頼
り
に
し
て
浮
か
ん
や
。
⑭
故
に
尚
書
の
章
を
断
ち
、
群
公
の
賀
を
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聴
さ
ず
。
⑮
而
る
に
今
摂
津
畿
服
の
地
、
亦
た
神
亀
を
獲
り
て
之
を
献
ず
る
。
僉
謂
わ
く
、
⑯
不
世
の
鴻
符
、
得
て
廃
し
難
し
、
と
。
朕

重
ね
て
敦
き
請
い
に
違
え
る
に
、
再
三
之
を
念
ず
。
是
く
の
若
く
せ
ば
⑰
百
神
・
七
廟
の
万
民
を
顧こ
ふ
く復

し
、
⑱
三さ
ん
か
い槐

・
九き
ゅ
う
き
ょ
く棘

の
庶
績
を

緝し
ゅ
う
き煕

致
す
所
と
い
え
ん
や
。
有
司
其
れ
吉
日
を
択
び
、
宗
社
に
於
い
て
告
げ
よ
。
⑲
夫
れ
封ほ
う
き
ょ
う疆

馬ば

歯し

、
瑞
を
献
ず
る
は
恒
な
ら
ず
、
天
貺

の
降
る
所
、
理
は
須
ら
く
優
異
た
る
べ
し
。
宜
し
く
特
に
⑳
攝
津
国
嶋
上
郡
を
し
て
今
年
の
調
を
輸い
た

す
こ
と
莫
か
ら
し
む
べ
し
。
㉑
美
作

国
英
多
郡
・
石
見
国
安
農
郡
・
備
前
国
磐
梨
郡
は
、
並
び
に
当
年
の
庸
を
免
ぜ
よ
。
㉒
亀
を
獲
る
の
人
岑
成
等
を
従
六
位
上
に
叙
す
。
物

を
賜
う
こ
と
は
例
に
准
ず
。
㉓
天
下
の
祝
部
、
各
其
の
租
を
免
ぜ
よ
。
又
五
畿
内
七
道
諸
国
、
承
和
六
年
以
往
の
調
・
庸
の
未
だ
進
ら
ざ

る
は
、
咸
免
除
に
従
れ
。
溽う
る
お

う
に
膏
潤
を
以
て
す
る
は
、
茲
の
恵
液
の
祥
に
由
り
、
布
く
に
至
和
を
以
て
す
る
は
、
彼
の
長
生
の
瑞
に

協か
な

わ
ん
、
と
。

　

是
の
日
、
㉔
内
供
奉
㉕
大
法
師
円
仁
奏
す
ら
く
、
㉖
天
台
総
持
院
に
十
四
禅
師
を
置
き
、
練
行
の
者
を
簡
び
、
以
て
之
に
充
て
、
永
く

絶
え
ざ
ら
ん
こ
と
を
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
五
日
。
ま
た
、
参
議
藤
原
朝
臣
助
を
遣
わ
し
て
、
春
日
大
神
社
に
向
か
わ
せ
た
。
策
命
し
て
言
う
に
は
、「
天
皇
の
お
言
葉
と
し
て
、

大
神
ら
の
御
前
に
申
し
あ
げ
よ
、
と
申
す
。『
皇
大
神
の
厚
い
護
り
に
よ
っ
て
こ
そ
、
天
日
嗣
の
高
御
座
に
無
事
に
即
く
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
以
前
に
祈
り
申
し
上
げ
て
い
た
御
位
と
し
て
、
建
御
賀
豆
智
命
・
伊
波
比
主
命
二
柱
の
大
神
を
正
一
位
に
、
天

児
屋
根
命
を
従
一
位
に
、
比
売
神
を
正
四
位
上
に
上
げ
奉
り
崇
め
奉
る
こ
と
を
、
神
財
を
捧
げ
持
た
せ
て
出
し
奉
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
こ
と
を
お
聞
き
入
れ
い
た
だ
き
、
益
々
天
皇
の
朝
廷
を
永
く
堅
く
護
り
栄
え
さ
せ
、
天
下
平
安
と
な
る
よ
う
守
り
助
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
申
し
上
げ
る
』
と
申
す
」
と
。
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詔
し
て
言
う
に
、「
天
意
は
推
し
測
れ
ず
、
天
皇
の
徳
化
に
随
い
神
霊
の
験
を
現
す
も
の
で
、
神
理
は
遠
く
隔
た
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

人
の
な
し
得
た
事
柄
に
応
え
て
通
い
合
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
慈
し
み
を
注
い
だ
な
ら
ば
、
亀
龍
は
幽
賛
の
瑞
を
隠
す
こ
と
な
く
、

徳
が
行
き
渡
っ
た
な
ら
ば
、
雲
露
は
前
も
っ
て
世
が
昇
平
と
な
る
こ
と
の
瑞
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
、
上
は
遺
制
に
遵

い
、
下
は
多
く
の
者
達
の
言
を
酌
み
、
辞
退
す
る
こ
と
を
免
れ
ず
、
遂
に
天
皇
の
位
に
践
祚
し
た
。
な
の
で
猶
の
こ
と
、
追
慕
の
苦
痛
は

益
々
切
で
あ
り
、
谷
に
こ
ろ
げ
落
ち
る
よ
う
な
思
い
を
未
だ
に
申
す
こ
と
も
で
き
ず
、
譬
え
る
な
ら
大
川
を
渡
る
の
に
船
の
渡
し
場
が
分

か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
知
る
に
、
天
上
の
甘
露
の
深
き
所
は
、
未
だ
必
ず
し
も
私
の
た
め
に
降
り
注
い
だ
の
で
は
な
く
、

水
中
の
神
亀
の
智
も
、
よ
く
私
を
頼
り
と
し
て
現
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
ゆ
え
に
諸
卿
ら
の
慶
賀
の
上
表
を
辞
退
し
、
群
臣
ら
の
賀
を
許

さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
、
摂
津
と
い
う
畿
内
の
地
に
て
、
ま
た
神
亀
が
獲
ら
れ
こ
れ
が
献
上
さ
れ
た
。
皆
が
言
う
に
は
、

『
常
に
な
い
大
き
な
祥
瑞
は
、
得
て
廃
し
難
い
も
の
で
あ
る
』
と
。
私
は
重
ね
て
皆
の
敦
い
請
奏
に
違
え
た
が
、
皆
が
再
三
こ
れ
を
念
じ

た
た
め
、
諸
神
・
七
廟
の
祖
神
が
万
民
を
慈
し
み
、
大
臣
・
公
卿
ら
の
諸
々
の
功
績
が
光
り
輝
い
て
、
新
た
な
祥
瑞
が
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。

有
司
は
吉
日
を
択
ん
で
、
宗
社
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
よ
う
に
。
ま
た
即
位
か
ら
こ
れ
ま
で
、
瑞
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
普
通
の
こ
と
で

は
な
く
、
天
の
賜
え
物
が
降
っ
た
土
地
は
、
特
に
理
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宜
し
く
、
特
に
摂
津
国
嶋
上
郡
の
今
年
の
調

を
免
除
せ
よ
。
ま
た
美
作
国
英
多
郡
・
石
見
国
安
農
郡
・
備
前
国
磐
梨
郡
は
、
み
な
当
年
の
庸
を
免
除
せ
よ
。
亀
を
獲
っ
た
村
主
岑
成
ら

は
従
六
位
上
に
叙
し
、
例
に
准
じ
て
物
を
賜
う
。
全
国
の
祝
部
は
そ
れ
ぞ
れ
祖
を
免
除
し
、
ま
た
五
畿
内
七
道
諸
国
に
お
い
て
、
承
和
六

年
以
降
の
調
・
庸
で
未
だ
納
め
て
い
な
い
も
の
は
、
み
な
免
除
せ
よ
。
恩
恵
を
潤
わ
せ
る
こ
と
は
、
恵（

甘

露

）

液
の
祥
に
因
っ
て
お
り
、
至
和
を

布
く
こ
と
は
、
長（

神

亀

）

生
の
瑞
に
協
う
も
の
で
あ
る
」
と
。

　

こ
の
日
、
内
供
奉
大
法
師
円
仁
が
奏
上
す
る
に
、「
天
台
総
持
院
に
十
四
禅
師
を
置
き
、
よ
く
修
練
の
苦
行
を
積
ん
だ
の
者
を
選
ん
で

こ
れ
に
充
て
、
常
置
の
も
の
と
し
た
い
」
と
。
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︻
注
釈
︼

①
参
議
藤
原
朝
臣
助　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
⑭
参
照
。

②
春
日
大
神
社　

あ
ま
り
な
い
表
現
。「
春
日
神
社
」「
春
日
社
」「
春
日
神
」
の
表
記
が
普
通
。
類
す
る
表
現
は
、
承
和
八
年
（
八

四
一
）
三
月
壬
申
朔
紀
「
勅
、
大
和
国
添
上
郡
春
日
大
神
神
山
之
内
、
狩
猟
伐
木
等
事
、
令
当
国
郡
司
殊
加
禁
制
」、
貞
観
十
一
年

（
八
六
九
）
二
月
八
日
紀
「
春
日
祭
如
常
。
是
日
、
斎
女
始
参
於
社
。
告
文
曰
、
天
皇
我
詔
旨
止
掛
畏
岐
春
日
大
神
能
広
前
尓
」、
同
十
七
年

六
月
八
日
紀
「
遣
従
四
位
下
行
左
馬
頭
藤
原
朝
臣
秀
道
於
春
日
神
社
奉
幣
兼
祷
。
欲
奉
斎
女
以
祈
甘
雨
也
。
告
文
曰
、
天
皇
我
詔
旨
止

掛
畏
支
春
日
大
神
乃
広
前
尓
」
な
ど
。
現
春
日
大
社
（
奈
良
市
春
日
野
町
）。
都
が
奈
良
に
遷
っ
た
際
、
藤
原
不
比
等
が
氏
神
で
あ
る
常
陸

鹿
島
社
の
武
甕
槌
命
を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。
第
一
殿
の
武
甕
槌
命
と
と
も
に
、
第
二
殿
に
下
総
香
取
社
の
経
津
主
命
、

第
三
殿
に
河
内
枚
岡
社
の
天
児
屋
根
命
、
第
四
殿
に
同
比
売
神
の
三
柱
の
大
神
が
祀
ら
れ
、
四
社
明
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
。『
古
社

記
』
は
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
を
創
建
と
伝
え
る
が
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
八
月
二
十
六
日
紀
に
「
新
造
神
琴
二
面
、
奉
充
春

日
神
社
。
以
神
護
景
雲
二
年
十
一
月
九
日
所
充
破
損
也
」
と
み
え
る
の
が
有
力
な
支
証
と
な
る
。
ま
た
天
平
七
年
（
七
三
五
）
創
建
説

（『
伊
呂
波
字
類
抄
』）
や
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
常
陸
鹿
島
社
に
神
封
二
十
戸
が
春
日
祭
料
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

（『
新
抄
格
勅
符
抄
』）、
天
平
勝
宝
八
年
（
七
六
五
）
東
大
寺
四
至
図
に
神
地
と
し
て
春
日
社
の
現
在
地
が
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
続
日

本
紀
』
や
『
万
葉
集
』
な
ど
に
春
日
祭
祀
に
関
す
る
記
事
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
古
代
春
日
山
信
仰
、
あ
る
い
は
春
日
大
社
の

源
流
を
語
る
も
の
で
、
神
護
景
雲
二
年
に
四
座
の
祭
神
が
揃
い
、
官
祭
に
あ
ず
か
っ
た
時
を
も
っ
て
創
建
と
す
べ
き
で
あ
る
。
春
日
神

は
常
陸
か
ら
白
鹿
に
乗
っ
て
上
洛
し
、
春
日
御
蓋
山
（
三
笠
山
）
の
山
頂
浮
雲
峯
（
本
宮
峯
）
に
天
降
り
し
た
と
い
う
。
同
山
頂
に
は

本
宮
社
が
西
北
面
し
て
鎮
座
し
て
お
り
、
平
城
京
の
鎮
護
神
と
し
て
の
性
格
も
み
ら
れ
る
が
、
平
城
京
廃
都
後
も
動
か
な
か
っ
た
。
創

建
以
来
、
朝
野
の
厚
い
崇
敬
が
寄
せ
ら
れ
、
一
条
天
皇
を
は
じ
め
、
行
幸
・
御
幸
は
三
十
余
度
を
数
え
る
。
特
に
藤
原
氏
一
門
の
崇
敬
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が
厚
く
、
衆
庶
の
参
拝
も
数
多
く
、
折
々
の
祈
願
・
慶
祝
・
報
賽
に
は
種
々
の
神
宝
・
調
度
・
灯
籠
の
寄
進
が
あ
り
、
特
に
奉
納
さ
れ

た
灯
籠
の
数
は
お
び
た
だ
し
く
、
春
日
の
万
灯
籠
と
称
さ
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
四
座
が
名
神
大
社
に
列
し
、
官
幣
に

あ
ず
か
っ
て
い
る
。
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
興
福
寺
の
支
配
を
離
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
春
日
神
社
を
春
日

大
社
と
改
称
し
た
。

③
皇
大
神
の
厚
き
護
り　
「
厚
護
」
は
本
日
条
が
初
見
。
こ
の
後
『
三
実
』
に
五
例
の
み
。

④
天
日
嗣
の
高
御
座　
「
高
御
座
」
の
表
記
は
こ
の
時
期
珍
し
い
。「
高
座
」
が
多
い
。

⑤
建
御
賀
豆
智
命
・
伊
波
比
主
命
二
柱
の
大
神　

春
日
神
社
（
注
釈
②
）
の
祭
神
そ
れ
ぞ
れ
鹿
島
・
香
取
社
の
祭
神
で
も
あ
る
。
鹿
島
・

香
取
の
同
神
に
つ
い
て
は
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
五
月
丁
未
（
九
日
）
紀
に
、「
奉
授
下
総
国
香
取
郡
従
三
位
伊
波
比
主
命
正
二
位
。

常
陸
国
鹿
嶋
郡
従
二
位
勲
一
等
建
御
賀
豆
智
命
正
二
位
」、
同
六
年
十
月
丁
丑
（
二
十
九
日
）
紀
に
「
奉
授
坐
下
総
国
香
取
郡
正
二
位

伊
波
比
主
命
、
坐
常
陸
国
鹿
嶋
郡
正
二
位
勲
一
等
建
御
加
都
智
命
、
並
従
一
位
」
と
み
え
る
。
鹿
島
社
は
茨
城
県
鹿
嶋
市
に
鎮
座
す
る

常
陸
国
の
一
宮
。
創
建
は
古
く
、
社
伝
で
は
神
武
元
年
に
初
め
て
宮
柱
を
立
て
た
と
あ
り
（『
鹿
島
宮
社
例
伝
記
』）、
養
老
五
年

（
七
二
一
）
成
立
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
「
自
高
天
原
降
来
大
神
、
名
称
香
島
天
之
大
神
。
天
則
号
日
香
島
之
宮
。
地
則
名
豊
香

島
之
宮
」、「
淡（

天

智

）

海
大
津
朝
、
初
遣
使
人
、
造
神
之
宮
」
と
み
え
る
。
ま
た
、
天
平
勝
宝
年
中
（
七
四
九
―
五
七
）
に
は
祝
の
中
臣
大
宗

と
鹿
島
郡
大
領
中
臣
千
徳
が
僧
満
願
と
と
も
に
神
宮
寺
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
神
宮
寺
は
承
和
四
年
（
八
三
七
）
に
定
額
寺
に
列

し
た
。
本
地
仏
を
不
空
羂
索
観
音
と
す
る
。
香
取
社
は
千
葉
県
香
取
市
香
取
に
鎮
座
し
、
経
津
主
命
を
祀
る
。
本
日
条
に
み
え
る
伊
波

比
主
命
は
、『
書
紀
』
神
代
、
天
孫
降
臨
章
第
二
の
一
書
に
、
武
甕
槌
命
（
鹿
島
神
）
と
と
も
に
高
天
原
か
ら
派
遣
さ
れ
た
経
津
主
神

に
つ
い
て
、「
是
時
斎
主
神
号
斎い
わ
い
の
う
し

之
大
人
。
此
神
今
在
乎
東
国
楫
取
之
地
也
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
津
主
命
の
別
名
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
経
津
主
命
は
天
孫
降
臨
に
先
立
ち
、
武
甕
槌
命
と
と
も
に
出
雲
国
に
降
り
、
大
国
主
神
と
国
譲
り
を
交
渉
し
た
神
と
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し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
古
く
よ
り
中
臣
・
藤
原
氏
が
崇
敬
奉
仕
し
た
。
社
蔵
の
海
獣
葡
萄
鏡
は
国
宝
、
古
瀬
戸
黄
釉
狛
犬
一
対
、
久
安

五
年
（
一
一
四
九
）
在
銘
の
双
竜
文
鏡
は
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

⑥
天
児
屋
根
命
を
ば
従
一
位
に
︑
比
売
神
を
ば
正
四
位
上
に　

春
日
神
社
（
注
釈
②
）
の
祭
神
。
と
も
に
枚
岡
社
の
祭
神
で
も
あ
る
。
比

売
神
は
天
児
屋
根
命
の
妻
神
で
あ
る
天
美
津
玉
照
比
売
命
の
こ
と
。
前
注
釈
⑤
記
載
の
承
和
三
年
（
八
三
六
）
紀
に
続
け
て
「
河
内
国

河
内
郡
従
三
位
勲
三
等
天
児
屋
根
命
正
三
位
。
従
四
位
下
比
売
神
従
四
位
上
」、
同
六
年
紀
に
続
け
て
「
坐
河
内
国
河
内
郡
正
三
位

勲
二
等
天
児
屋
根
命
従
二
位
。
従
四
位
上
比
売
神
正
四
位
下
」
と
み
え
る
。
天
児
屋
根
命
は
中
臣
氏
の
遠
祖
と
さ
れ
、
中
臣
氏
一
族
の

平
岡
連
に
よ
り
祀
ら
れ
た
。
中
臣
氏
が
中
央
祭
官
と
し
て
現
れ
る
六
世
紀
半
ば
以
降
に
有
力
神
化
し
た
と
思
わ
れ
、
鎌
足
以
後
、
藤
原

氏
の
祖
神
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
枚
岡
社
は
東
大
阪
市
出
雲
井
町
に
鎮
座
し
、
天
児
屋
根
命
・
比
売
神
・
武
甕
槌
命
・
斎
主
命
を
祀
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
時
代
、
中
臣
氏
（
藤
原
氏
）
が
平
城
京
の
春
日
神
社
に
武
甕
槌
命
・
伊
波
比
主
命
を
併
せ
祀
っ
た
の
に
倣
い
、

本
社
も
四
祭
神
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
古
く
よ
り
朝
廷
の
崇
敬
厚
く
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
で
は
四
座
と
も
名
神
大
と
さ
れ
、
祈

年
・
月
次
・
相
嘗
、
新
嘗
の
幣
を
奉
ら
れ
た
。
二
十
二
社
の
一
つ
で
、
河
内
国
一
宮
と
さ
れ
る
。

⑦
乾
鑒
は
測
れ
ず　
「
乾
鑒
」
は
中
国
語
で
「
上
天
的
鑒
察
」
の
意
。
鑒
察
は
調
べ
見
極
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
照
ら
し
見
ぬ
く
こ
と
。

す
な
わ
ち
天
意
と
の
意
に
取
っ
た
。
神
理
と
は
、
神
の
定
め
た
道
理
の
こ
と
。

⑧
亀
龍
は
幽
賛
の
符
を
秘
め
ず　
『
易
経
』
説
卦
伝
、
第
一
章
に
「
幽
賛
於
神
明
而
生
蓍し

」、『
周
易
正
義
』
説
卦
巻
九
に
「
幽
者
、
隠
而

難
見
、
故
訓
為
深
也
。
賛
者
、
佐
而
助
成
、
而
令
微
者
得
蓍
、
故
訓
為
明
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
幽
賛
」
は
ひ
そ
か
に
助
け
る
と

の
意
。

⑨
雲
露
は
予
て
昇
平
の
瑞
を
彰
す　
「
雲
露
」
は
甘
露
の
こ
と
。「
昇
平
」
は
国
運
が
盛
ん
で
、
世
の
中
が
平
和
に
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

⑩
蓼
を
集
む
る
の
痛　

八
月
丙
辰
（
十
一
日
）
条
注
釈
⑦
参
照
。
仁
明
崩
御
の
痛
を
い
う
。
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⑪
壑
に
擠
ち
る
の
慮
未
だ
申
せ
ず　
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
三
年
に
、
霊
王
が
公
子
ら
の
死
を
聞
き
悲
し
み
の
あ
ま
り
に
思
わ
ず
車

の
下
に
転
げ
落
ち
、
人
な
ら
ば
我
が
子
を
愛
す
る
の
は
私
と
同
じ
で
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
侍
者
が
「
小
人
老
而
無
子
、
知
擠
于

溝
壑
矣
」（
卑
し
い
者
は
老
い
て
子
も
い
な
い
と
、
死
ね
ば
溝
や
谷
に
転
げ
落
ち
る
）
と
、
も
っ
と
酷
い
様
で
あ
る
こ
と
を
答
え
た
と
の
逸

話
を
載
せ
る
。
ま
た
杜
預
の
注
で
は
、「
擠
于
溝
壑
」
を
、
埋
葬
す
る
者
が
お
ら
ず
、
そ
の
死
骸
は
溝
や
谷
に
突
き
落
と
さ
れ
る
、
と

解
し
て
い
る
。
文
徳
は
自
ら
を
霊
王
に
擬
え
て
、
未
だ
に
溝
壑
に
落
ち
る
ほ
ど
の
想
い
を
果
た
せ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑫
大
川
を
渉
る
に
済
る
攸
を
知
る
こ
と
の
罔
き　
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
十
九
遐
覧
に
、
あ
る
人
が
、
自
分
は
儒
教
に
捕
わ
れ
五
経
・
三

史
・
諸
子
百
家
の
説
な
ど
に
思
い
を
凝
ら
し
て
長
い
年
月
を
過
ご
し
、
苦
心
し
て
奥
深
い
真
理
を
探
究
し
た
が
、
そ
れ
が
仕
事
の
糸
口

と
な
る
こ
と
も
無
く
精
神
を
消
耗
さ
せ
る
だ
け
で
寿
命
を
延
ば
す
足
し
に
も
な
ら
ず
、
老
い
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
老
い
て
初
め
て
迷
い

か
ら
覚
め
、
長
生
の
道
を
求
め
よ
う
と
思
い
立
っ
た
が
、「
正
欲
反
迷
、
以
尋
生
道
、
倉
卒
罔
極
、
無
所
趨
向
。
若
渉
大
川
、
不
如
攸

済
」
と
、
一
体
ど
ち
ら
に
向
か
っ
て
行
け
ば
い
い
の
か
（
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
）、
ま
る
で
大
川
を
渡
る
の
に
渡
し
場
が
分
か
ら
な
い

状
態
で
あ
る
と
、
先
生
（
抱
朴
子
）
へ
示
唆
を
求
め
る
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
を
求
め
よ
う
と
思
い
立
っ
た
が
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
そ
の
道
が
分
か
ら
な
い
と
の
譬
え
で
あ
る
。
文
徳
の
、
未
だ
に
仁
明
へ
の
追
善
が
果
た
さ
れ
ず
徳
を
欠
い
て
い
る

こ
と
と
、
し
か
し
瑞
祥
が
現
れ
て
い
る
こ
と
と
に
対
す
る
迷
い
を
表
し
て
い
る
。

⑬
水
中
神
蔡
の
智　

蔡
は
現
河
南
省
駐
馬
店
市
上
蔡
県
一
帯
の
地
名
で
あ
り
、
紀
元
前
一
〇
四
六
―
四
四
七
年
に
は
周
の
武
王
の
弟
蔡

叔し
ゅ
く
ど度
を
初
代
と
す
る
蔡
国
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
地
は
特
に
大
亀
を
産
出
し
た
こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
蔡
の
地
名
が
亀
の
別
称
と
し

て
用
い
ら
れ
た
。
本
日
条
に
お
い
て
も
神
亀
を
神
蔡
と
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑭
故
に
尚
書
の
章
を
断
ち
︑
群
公
の
賀
を
聴
さ
ず　

尚
書
は
弁
官
の
唐
名
官
職
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
尚
書
省
（
太
政
官
）
の
諸

卿
と
の
意
に
取
っ
た
。
章
は
臣
下
が
天
子
に
上
表
し
て
、
謝
恩
や
慶
賀
の
意
を
表
す
も
の
の
こ
と
。
群
臣
か
ら
の
章
に
つ
い
て
は
、
本
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年
八
月
丙
辰
（
十
一
日
）・
同
月
甲
子
（
十
九
日
）
条
に
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
文
徳
は
こ
れ
を
許
容
し
な
か
っ
た
。

⑮
而
る
に
今
摂
津
畿
服
の
地
︙　

畿
服
は
畿
内
に
同
じ
。
文
徳
が
群
臣
の
賀
を
拒
ん
だ
後
、
さ
ら
に
摂
津
国
が
神
亀
（
白
亀
）
を
献
上
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
壬
午
（
八
日
）
条
に
み
え
る
。

⑯
不
世
の
鴻
符　

不
世
は
不
常
。
鴻
符
は
中
国
語
で
「
极
大
的
祥
瑞
」
の
意
。
极
大
は
極
め
て
大
き
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
も
の

で
は
な
い
非
常
に
大
き
な
祥
瑞
の
こ
と
を
指
す
。

⑰
百
神
・
七
廟
の
万
民
を
顧
復
し　
「
百
神
」
は
諸
神
に
同
じ
。「
七
廟
」
は
『
礼
記
』
巻
一
曲
礼
上
に
「
曰
、
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
与

太
祖
之
廟
而
七
」
と
あ
り
、
天
子
の
祀
る
べ
き
祖
霊
が
七
廟
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
後
、
本
年
十
月

己
酉
（
五
日
）
条
で
は
、
山
科
山
陵
（
天
智
）
以
下
、
前
田
原
（
施
基
皇
子
）・
後
田
原
（
光
仁
）・
柏
原
（
桓
武
）・
楊
桃
（
平
城
）・
嵯

峨
（
嵯
峨
）・
大
原
（
淳
和
）・
深
草
（
仁
明
）
の
八
陵
に
賀
瑞
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
顧
復
」
は
『
詩
経
』
小
雅
蓼
莪
に
「
父

兮
生
我
、
母
兮
鞠
我
、
拊
我
畜
我
、
長
我
育
我
、
顧
我
復
我
、
出
入
腹
我
、
欲
報
之
徳
、
昊
天
罔
極
」（
父
が
私
を
生
み
、
母
が
育
て
、

私
を
撫
で
、
養
い
、
成
長
さ
せ
、
育
て
て
、
私
に
目
を
か
け
私
を
庇
護
し
、
外
で
も
中
で
も
私
を
抱
き
か
か
え
て
く
れ
た
。
そ
の
恩
に
報
い
よ
う

と
思
う
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
天
が
み
だ
れ
て
定
ま
ら
な
い
か
ら
だ
）
と
み
え
る
。『
毛
伝
鄭
箋
』
に
よ
る
と
、「
顧
」
は
目
を
か
け
る
。

高
亨
『
詩
経
今
注
』
に
よ
る
と
、「
復
」
は
「
覆
」
の
仮
借
字
で
、
庇
護
の
意
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
神
・
祖
霊
が
万
民
を
慈
し

み
護
り
育
て
た
こ
と
を
い
う
。

⑱
三
槐
・
九
棘
の
庶
績
を
緝
煕
致
す
所　
「
三
槐
」
は
三
公
、「
九
棘
」
は
九
卿
の
別
称
で
、
周
代
、
君
主
が
朝
廷
の
庭
の
三
公
の
位
置
を

示
す
場
所
に
槐
の
木
を
植
え
、
九
卿
の
場
所
を
示
す
場
所
に
棘
の
木
を
植
え
て
い
た
こ
と
に
因
ん
だ
呼
称
で
あ
る
。
日
本
で
は
三
公
は

左
大
臣
・
右
大
臣
と
太
政
大
臣
な
い
し
内
大
臣
の
総
称
で
、
九
卿
は
公
卿
の
異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
緝
熙
」
は
、『
詩
経
』
大
雅

文
王
に
、「
穆
穆
文
王
、
於
緝
熙
敬
止
、
假
哉
天
明
、
有
商
孫
子
、
商
之
孫
子
、
其
麗
不
億
、
上
帝
既
命
、
候
于
周
服
」（
勤
め
励
む
文
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王
は
、
緝
熙
に
し
て
敬
で
あ
り
、
偉
大
な
る
天
命
で
あ
ろ
う
か
、
商
の
子
孫
は
数
億
と
な
り
、
上
帝
は
既
に
周
に
服
従
せ
よ
と
お
命
じ
に
な
っ

た
）
と
み
え
る
。『
毛
伝
』
は
「
緝
熙
」
を
光
明
と
解
す
る
。
林
義
光
『
詩
経
通
解
』
に
よ
る
と
、「
緝
」
と
は
「
熠ゆ
う

」
で
あ
り
、
盛
光

の
こ
と
で
あ
る
と
し
、『
爾
雅
義
疏
』
に
よ
る
と
「
熙
」
は
光
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
卿
ら
の
庶
績
が
文
王
の
偉
大
な

事
績
の
よ
う
に
光
り
輝
い
て
い
る
様
を
い
う
。

⑲
夫
れ
封
疆
馬
歯　
「
封
疆
」（
封
境
）
は
封
土
・
領
土
な
ど
の
境
を
意
味
す
る
熟
語
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、『
孟
子
』
公
孫
丑
下
に

「
域
民
不
以
封
疆
之
界
、
固
国
不
以
山
谿
之
険
、
威
天
下
不
以
兵
革
之
利
」、『
礼
記
』
月
令
に
「
壊
城
郭
、
戒
門
閭
、
修
鍵
閉
、
慎
管

龠
、
固
封
疆
、
備
邊
竟
、
完
要
塞
、
謹
関
梁
、
塞
徯
径
」
な
ど
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
疆
（
日
本
）
に
封
ぜ
ら
る
」、
つ
ま
り

即
位
を
し
た
こ
と
の
意
に
取
っ
た
。
底
本
注
に
は
「
廣
イ
本
・
丹
本
・
昌
本
作
壇
」
と
み
え
る
が
、「
封
壇
」
も
封
禅
と
同
じ
意
で
あ

り
、
天
子
と
な
る
こ
と
の
意
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
馬
歯
」（
馬
齢
）
は
自
分
の
年
齢
を
謙
っ
て
言
う
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
年
を
重
ね
る
こ
と
の
謙
譲
表
現
と
取
り
、
す
な
わ
ち
、
封
疆
さ
れ
て
か
ら
の
年
齢
（
即
位
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
月
日
）
を

い
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
た
。

⑳
攝
津
国
嶋
上
郡　

九
月
壬
午
（
八
日
）
条
参
照
。

㉑
美
作
国
英
多
郡
・
石
見
国
安
農
郡
・
備
前
国
磐
梨
郡　

八
月
丙
辰
（
十
一
日
）
条
注
釈
⑪
⑭
⑯
参
照
。

㉒
亀
を
獲
る
の
人
岑
成　

村
主
岑
成
。
九
月
壬
午
（
八
日
）
条
、
な
ら
び
に
同
日
条
注
釈
⑥
参
照
。

㉓
天
下
の
祝
部　

祝
部
は
『
令
集
解
』
に
「
祝
部
謂
為
祭
主

賛
辞
者
也　

其
祝
者
、
国
司
於
神
戸
中
簡
定
、
即
申
太
政
官
、
若
無
戸
人
者
、
通
取
庶
人

也
」
と
み
え
る
。
祥
瑞
の
出
現
に
際
し
て
祝
部
の
祖
を
免
じ
る
こ
と
は
、
聖
武
朝
の
天
平
元
年
（
七
二
九
）
八
月
癸
亥
（
五
日
）
紀
の

「
京
職
大
夫
従
三
位
藤
原
朝
臣
麻
呂
等
伊
負
図
亀
一
頭
献
止
奏
賜
不
爾
所
聞
行
。
驚
賜
怪
賜
、
所
見
行
歓
賜
嘉
賜
氐
所
思
行
久
者
」
と
の
祥

瑞
に
際
し
、「
又
諸
国
天
神
地
祇
者
、
宜
令
長
官
致
祭
。
若
有
限
外
応
祭
山
川
者
、
聴
祭
。
即
免
祝
部
今
年
田
租
」
と
、
先
例
が
み
え
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る
。

㉔
内
供
奉　

内
裏
内
の
道
場
に
奉
仕
し
て
、
御
斎
会
の
読
師
、
夜
居
の
僧
の
役
な
ど
、
天
皇
の
身
体
護
持
の
役
割
を
担
っ
た
僧
職
。
宝

亀
三
年
（
七
七
二
）
三
月
丁
亥
（
六
日
）
に
初
め
て
秀
南
以
下
、
十
禅
師
の
設
置
の
こ
と
が
み
え
、
そ
の
職
掌
が
唐
の
内
供
奉
僧
と
共

通
し
た
こ
と
か
ら
、
後
に
内
供
奉
十
禅
師
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
澄
・
円
仁
・
円
珍
な
ど
天
台
僧
の
着
任
が
多
く
み
ら
れ
る
。

㉕
大
法
師
円
仁　
（
七
九
四
―
八
六
四
）
下
野
国
都
賀
郡
の
出
身
。
三
鴨
駅
長
壬
生
首
麻
呂
の
子
。
九
歳
か
ら
、
現
岩
舟
町
に
現
存
す
る
大

慈
寺
に
お
い
て
広
智
に
師
事
し
て
天
台
宗
に
触
れ
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
比
叡
山
に
登
り
、
以
後
最
澄
の
元
で
修
行
を
積
ん
だ
。
承

和
二
年
（
八
三
五
）
請
益
僧
と
し
て
遣
唐
使
に
随
伴
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
度
の
失
敗
を
経
て
、
同
五
年
七
月
唐
へ
渡
航
。
以
後
、
遣

唐
使
の
帰
国
後
も
唐
に
留
ま
り
続
け
、
会
昌
の
廃
仏
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
約
九
年
間
唐
に
留
ま
り
続
け
、
同
十
四
年
十
月
に
帰
国
。
翌

年
三
月
に
帰
朝
し
た
（
三
月
乙
酉
（
二
十
六
日
）
紀
）。
最
澄
や
空
海
が
日
本
へ
搬
入
し
得
な
か
っ
た
多
く
の
経
典
や
、
そ
の
後
の
新
訳

経
典
を
意
識
的
に
集
め
て
持
ち
帰
り
、
日
本
の
密
教
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
七
月

内
供
奉
十
禅
師
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
年
二
月
甲
子
（
十
五
日
）
紀
に
は
「
天
台
宗
座
主
前
入
唐
請
益
伝
灯
大
法
師
位
円
仁
」
と

み
え
る
が
、
卒
伝
に
よ
る
と
、
座
主
と
な
っ
た
の
は
仁
寿
四
年
（
八
五
四
）
の
こ
と
で
あ
る
（
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
正
月
十
四
日
紀
）。

㉖
天
台
総
持
院
に
十
四
禅
師
を
置
き　

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
正
月
十
四
日
紀
の
円
仁
卒
伝
に
、
文
徳
の
即
位
に
際
し
て
、「
除
災
致
福
、

熾
盛
光
華
仏
頂
、
是
為
最
勝
。
是
故
唐
朝
内
道
場
中
、
恒
修
此
法
、
為
鎮
国
基
。
街
西
街
東
諸
内
供
奉
持
念
僧
等
、
互
相
為
番
、
奉
祈

宝
祚
。
今
須
建
立
持
念
道
場
護
摩
壇
、
奉
為
陛
下
、
応
修
其
法
。
唐
国
街
東
青
龍
寺
裏
、
亦
建
立
皇
帝
本
命
道
場
。
令
勤
修
真
言
秘

法
」
と
奏
上
し
、「
詔
曰
、
朕
特
発
心
願
、
於
彼
峯
建
立
惣
持
院
、
興
隆
仏
法
。
於
是
、
勅
惣
持
院
安
置
十
四
僧
、
永
令
修
法
」
と
、

宝
祖
を
祈
る
道
場
と
し
て
総
持
院
が
創
始
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
群
書
類
従
』
第
十
九
巻
釈
家
部
二
所
収
『
叡
岳
要
記
』

（
上
）
所
引
の
太
政
官
牒
「
定
摠
持
院
十
四
僧
事
」
に
は
、「
伝
灯
大
法
師
恵
亮
・
法
慶
・
承
誓
・
伝
灯
満
位
僧
安
亮
・
昌
暹
・
伝
灯
住
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位
僧
賢
仁
・
観
面
（
栖
カ
）

・
安
芸
（
勢
カ
）

・
澄
審
・
澄
暾
・
道
術
・
承
峯
・
雅
演
・
観
朗
。
嘉
祥
三
年
庚
午
九
月
十
四
日
依
円
仁
大

法
師
奏

」
と
、
十
四
禅
師
の

詳
細
が
み
ら
れ
る
。

�

（
告
井
・
中
村
）

付
記　

本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
編
『
史
窓
』
第
八
十
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
て
報
告
す
る
嘉
祥
三
年
七
月
甲
辰
（
二
十

九
日
）
条
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
注
釈
に
あ
る
本
稿
未
収
録
条
に
対
す
る
参
照
表
記
は
、『
史
窓
』
第
七
十
七
号
～
第
八
十
号
な
ら
び
に
『
京
都

女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要　

史
学
編
』
第
二
十
一
号
掲
載
の
前
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

追
記　

原
稿
・
校
正
の
整
理
に
は
中
村
み
ど
り
が
あ
た
っ
た
。
記
し
て
そ
の
労
を
多
と
す
る
。�

（
告
井
）
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